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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ソ
ー
ホ
ー

で
12
日
夜
、
立
て
続
け
に
ホ
ー

ム
レ
ス
が
銃
撃
さ
れ
た
。
最
初

の
事
件
は
午
前
５
時
ご
ろ
、
ア

メ
リ
カ
街
の
バ
ー
リ
ッ
ク
と
キ

ン
グ
通
り
の
間
で
起
き
た
。
そ

の
約
１
時
間
後
に
今
度
は
ラ
フ

ィ
エ
ッ
ト
通
り
１
４
８
番
地
で

寝
袋
の
中
で
頭
と
首
を
銃
で
撃

た
れ
た
男
性
が
発
見
さ
れ
た

が
、
す
で
に
死
亡
し
て
い
た
。

連
邦
火
器
取
締
捜
査
局
は
14
日

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
郊
外
で
ジ
ェ

ラ
ル
ド
・
ブ
ル
バ
ー
ド
容
疑
者

を
逮
捕
し
た
。
同
容
疑
者
は
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
も
今
月
３
日

か
ら
９
日
ま
で
に
ホ
ー
ム
レ
ス

２
人
を
銃
撃
し
、
１
人
が
死
亡

し
て
い
る
。
警
察
の
発
表
に
よ

る
と
同
容
疑
者
は
こ
れ
ま
で
に

何
度
も
襲
撃
事
件
で
逮
捕
歴
が

あ
り
精
神
疾
患
か
ら
医
療
施
設

で
治
療
を
受
け
て
い
た
。

　

ま
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
14
丁

目
地
下
鉄
駅
構
内
で
８
日
午
後

９
時
頃
、
29
歳
の
ア
ジ
ア
人
男

性
が
ハ
ン
マ
ー
で
頭
部
を
殴
ら

れ
負
傷
し
た
。
被
害
者
の
男
性

は
病
院
で
手
当
を
受
け
、
命
に

別
状
は
な
い
と
い
う
。
男
性
の

友
人
が
撮
影
し
た
動
画
に
は
男

が
﹁
こ
こ
を
歩
い
て
い
る
の
が

見
え
な
い
の
か
？
目
を
開
け

ろ
﹂
な
ど
と
怒
鳴
り
な
が
ら
暴

行
を
加
え
る
様
子
が
映
っ
て
い

る
。
被
害
者
は
容
疑
者
と
争
い

は
無
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
と

い
う
。
警
察
は
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ

ム
と
見
て
捜
査
し
て
い
る
。
犯

人
は
捕
ま
っ
て
い
な
い
。

地
下
鉄
車
内
剃
刀
男
逮
捕

ア
ジ
ア
男
性
顔
切
り
つ
け

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
６
日

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
地
下
鉄
Ｊ
線

で
ア
ジ
ア
系
男
性
の
乗
客
の
顔

を
カ
ミ
ソ
リ
で
切
り
つ
け
た
と

し
て
ブ
ロ
ン
ク
ス
出
身
の
ブ
レ

ン
ダ
ン
・
ダ
ウ
リ
ン
グ
容
疑
者

︵
40
歳
︶
を
第
２
級
傷
害
容
疑

で
逮
捕
し
た
。

　

同
容
疑
者
は
２
０
２
１
年
10

月
か
ら
５
回
の
逮
捕
歴
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
女
性
１
２
５
回
殴
打

　

11
日
午
後
６
時
過
ぎ
に
は
ヨ

ン
カ
ー
ズ
の
自
宅
ア
パ
ー
ト
ビ

ル
で
﹁
ア
ジ
ア
系
の
女
は
嫌

い
だ
﹂
と
因
縁
を
つ
け
た
男

性
を
無
視
し
た
ア
ジ
ア
系
女

性
︵
67
︶
が
ビ
ル
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
前
の
ホ
ー
ル
で
１
２
５
回

ほ
ど
殴
打
さ
れ
る
事
件
が
あ
っ

た
。
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡

警
は
14
日
、
タ
メ
ル
・
エ
ス
コ

容
疑
者
︵
42
︶
を
殺
人
未
遂
と

暴
行
容
疑
で
逮
捕
し
た
。
同
容

疑
者
は
こ
れ
ま
で
に
14
回
の
逮

捕
歴
が
あ
る
。
今
月
に
入
り
Ｎ

Ｙ
市
で
は
２
時
間
の
間
に
ア
ジ

ア
系
女
性
７
人
が
襲
わ
れ
る
事

件
や
、
昨
年
11
月
以
降
４
人
の

ア
ジ
ア
系
女
性
が
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
の
犠
牲
に
な
っ
て
死
亡
し

て
い
る
。
今
年
の
犯
罪
は
対
前

年
比
で
47
％
増
加
、
公
共
交
通

機
関
で
の
犯
罪
は
72
％
増
加
。

精
神
障
害
と
逮
捕
歴
の
あ
る
者

の
再
犯
例
が
極
め
て
目
立
つ
。

路
上
と
地
下
鉄
危
険
度
増
す

Ｎ
Ｙ
で
ア
ジ
ア
系
狙
う
憎
悪
犯
罪
が
横
行

ホ
ー
ム
レ
ス
５
人

銃
撃
し
２
人
死
亡

来
々
軒
、
蕎
麦
屋
、
ハ
イ
カ
ラ
、

で
し
べ
る
、
茶
菴
、
し
ゃ
ぶ
辰

か
ら
各
店
舗
の
売
り
上
げ
の
一

部
を
贈
っ
た
。
ロ
シ
ア
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
日
に
寄
付

を
思
い
立
っ
た
と
い
う
八
木
さ

ん
は
﹁
東
日
本
大
震
災
の
時
に

は
地
元
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
。
今
度
は
私
た
ち
の
番
﹂

と
話
し
た
。
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｍ
の
ド

ー
ラ
・
ホ
ミ
ア
ク
代
表
は
﹁
同

じ
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
生
き

る
日
本
人
の
友
人
か
ら
の
支
援

を
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
現
地

で
血
を
流
し
て
い
る
人
た
ち
の

流
血
を
止
め
る
た
め
に
使
い
ま

す
﹂
と
述
べ
た
。
ベ
セ
ル
カ
の

二
代
目
オ
ー
ナ
ー
、
ジ
ェ
イ
ソ

ン
・
バ
ー
チ
ャ
ー
ド
さ
ん
は﹁
愛

と
平
和
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
送
る

こ
と
が
今
の
私
た
ち
に
で
き
る

最
大
の
こ
と
だ
﹂と
挨
拶
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
・
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に

は
、
リ
ト
ル
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

呼
ば
れ
る
地
域
が
あ
り
、
約

６
万
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
市
民

が
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
業
し
た
り

し
て
東
海
岸
最
大
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
作
っ
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
ロ
シ
ア
が
侵

攻
し
て
３
週
間
。
戦
局
は
悪
化

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
祖

国
の
悲
劇
を
な
ん
と
か
手
助
け

し
た
い
と
の
思
い
で
活
動
を
続

け
る
人
た
ち
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
も
大
勢
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
団
体
の
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｍ
も
そ

の
一
つ
。
戦
争
が
始
ま
っ
て
か

ら
医
療
物
資
な
ど
を
現
地
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
送
り
続

け
て
い
る
と
い
う
。

　

15
日
、
そ
の
同
じ
イ
ー
ス

ト
ビ
レ
ッ
ジ
で
50
年
近
く
ビ

ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
日
本
人
、

Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
代
表
の
八

木
ボ
ン
秀
峰
さ
ん
︵
73
︶
が
、

１
９
５
４
年
創
業
の
老
舗
ウ

ク
ラ
イ
ナ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ベ

セ
ル
カ
の
前
で
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
支
援
の
寄
付
と
し
て

１
万
１
０
０
０
ド
ル
の
小
切
手

を
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｍ
に
手
渡
し
た
。

八
木
さ
ん
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

内
で
経
営
す
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ
レ
ス
ト

ラ
ン
、
波
崎
、
酒
蔵
、
咖
喱
屋
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
で
寄
付

Ｎ
Ｙ
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ

左
か
ら
八
木
さ
ん
、
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｍ
代
表
の
ド
ー
ラ
さ
ん
、
ベ
セ
ル
カ
の
オ
ー
ナ
ー
、
バ
ー
チ
ャ
ー
ド
さ
ん
︵
15
日
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

14
丁
目
の
地
下
鉄
駅
で

ハ
ン
マ
ー
で
頭
部
殴
る
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大
航
海
時
代
の
江
戸
時
代
初

期
、
仙
台
藩
初
代
藩
主
で
あ
る

伊
達
政
宗
が
ス
ペ
イ
ン
︵
イ
ス

パ
ニ
ア
︶
と
の
交
易
を
目
的
と

し
て
、
今
の
宮
城
県
石
巻
で
建

造
さ
せ
た
船
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・

バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
。
当
時
世
界

最
大
級
の
ガ
レ
オ
ン
船
で
、
欧

州
を
目
指
し
太
平
洋
を
２
度
往

復
し
た
﹁
伊
達
の
黒
船
﹂
は
、

日
本
の
歴
史
上
初
の
外
交
使
節

団
を
乗
せ
初
め
て
太
平
洋
を
横

断
し
た
快
挙
の
賜
物
だ
。

　

そ
の
サ
ン
・
フ
ァ
ン
号
復

元
の
た
め
宮
城
県
民
に
よ
る

５
億
円
余
り
の
寄
付
を
含
め

た
17
億
円
の
資
金
を
投
入
し
、

１
９
９
３
年
に
完
成
、
再
び

大
海
原
を
走
っ
た
。
し
か
し

２
０
２
１
年
11
月
10
日
、
宮
城

県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹁
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
﹂
に
あ
る

復
元
船
の
解
体
工
事
が
開
始
。

反
対
す
る
市
民
団
体
か
ら
激
し

い
抗
議
活
動
が
行
わ
れ
た
が
、

今
年
4
月
末
に
は
解
体
作
業
を

終
え
る
予
定
で
あ
る
。
復
元
船

が
あ
っ
た
場
所
は
埋
め
立
て
ら

れ
、
宮
城
県
は
原
寸
大
の
復
元

船
の
代
わ
り
に
、
４
分
の
１
サ

イ
ズ
の
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
使
っ
た
船
を
造
り
、
展
望

棟
な
ど
も
改
修
し
て
令
和
６
年

度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

す
る
計
画
だ
と
い
う
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
﹁
仙
台
リ
リ
ー

フ
フ
ァ
ン
ド
﹂
は
そ
の
貴
重
な

デ
ー
タ
を
後
世
に
残
し
、
再
び

実
物
大
の
復
元
船
再
建
の
機
会

を
見
据
え
た
う
え
で
、
大
型
木

造
船
の
技
術
的
・
学
術
的
な
デ

ー
タ
を
記
録
保
存
す
る
た
め
の

フ
ァ
ン
ド
を
募
っ
て
い
る
。

　

詳
細
は
フ
ァ
ン
ド
サ
イ
ト
＝

上
記
＝
﹁
17
世
紀
の
日
欧
を
繋

い
だ
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ

ィ
ス
タ
号
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
海

へ
出
航
﹂
を
参
照
す
る
。

伊達政宗ゆかりの船

CGで復元計画
https://www.kickstarter.com/projects/sanjuanbautistavr/664239593

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ)

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
総
領
事
館
が
合
同
で
呼
び

か
け
て
開
催
し
た
食
料
品
寄
付

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹁
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
﹂
で

集
ま
っ
た
食
料
品
が
11
日
午
後

２
時
、
ハ
ー
レ
ム
に
あ
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
事
務
所
に
寄
贈
さ
れ

た
。
米
７
０
０
ポ
ン
ド
︵
半
分

は
東
北
米
︶、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
カ

ッ
プ
麺
、
北
米
伊
藤
園
寄
付
の

日
本
茶
３
０
０
本
な
ど
総
額

８
４
０
０
ド
ル
相
当
の
食
料
品

と
寄
付
が
贈
ら
れ
た
。

　

食
品
は
個
人
と
企
業
か
ら
の

寄
付
で
購
入
さ
れ
た
も
の
と
日

系
食
料
品
店
の
店
頭
や
日
系
企

業
の
オ
フ
ィ
ス
な
ど
10
か
所
に

設
置
さ
れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
に
集

ま
っ
た
缶
詰
や
そ
ば
、う
ど
ん
、

な
ど
の
食
品
が
袋
詰
め
さ
れ
て

提
供
さ
れ
た
。

　

寄
贈
式
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
総
領
事
館
か
ら
奥
奈
津
子

広
報
セ
ン
タ
ー
次
長
、
Ｎ
Ｙ
日

系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ)

か
ら
佐
藤

貢
司
会
長
、
ス
キ
・
ポ
ー
ツ
同

名
誉
理
事
、
ゲ
イ
リ
ー
・
森
脇

同
終
身
顧
問
、
日
系
企
業
を
代

表
し
て
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
取
締
役
会
会

長
の
越
和
夫
氏
、ジ
ョ
シ
ュ
ア
・

Ｗ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長
が
出
席

し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

東
日
本
大
震
災
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
の
支
援
に
感
謝
す
る

気
持
ち
を
表
す
た
め
２
０
１
４

年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
き
た

が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
一
昨
年

と
昨
年
は
中
止
さ
れ
て
お
り
、

２
年
ぶ
り
の
寄
贈
と
な
っ
た
。

　

式
で
、
奥
広
報
セ
ン
タ
ー
次

長
は﹁
米
同
時
多
発
テ
ロ
の
９
・

１
１
を
経
験
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
皆
さ
ん
と
東
日
本
大
震
災

の
３
・
１
１
を
経
験
し
た
私
た

ち
日
本
人
が
共
に
支
え
合
い
、

日
米
の
友
情
を
こ
の
活
動
を
通

し
て
協
力
し
な
が
ら
さ
ら
に
深

め
て
い
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
お
互
い
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
﹂
と
挨
拶
し
た
。

　

佐
藤
日
系
人
会
会
長
は
﹁
11

年
前
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に

支
援
し
て
く
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
皆
さ
ん
に
日
系
社
会
は
感

謝
し
て
い
る
。
今
回
も
寄
付
に

賛
同
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
サ
ン
ラ
イ
ズ
マ
ー
ト
、
ダ
イ

ノ
ブ
、
北
米
伊
藤
園
、
日
系
企

業
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
﹂

と
挨
拶
し
た
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
の
越
会
長
は
﹁
日

系
社
会
多
方
面
か
ら
の
協
力
で

実
現
で
き
た
﹂
と
来
場
者
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
本
紙
の

取
材
に
対
し
て
は
﹁
会
社
と
し

て
の
寄
付
だ
け
で
は
な
く
、
社

員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
日

系
人
会
ホ
ー
ル
で
袋
詰
め
な
ど

の
作
業
を
し
て
汗
も
か
い
て
協

力
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
﹂
と

話
し
た
。

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
サ
ル
タ
ン
・
オ
カ
シ
オ

さ
ん
は
﹁
食
料
支
援
は
、
地
域

社
会
の
異
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
の
サ
ポ

ー
ト
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
活
動

の
た
め
、
日
系
ア
メ
リ
カ
社
会

か
ら
の
継
続
的
な
支
援
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
﹂
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
た
。

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
キ
ッ
チ
ン

で
は
、
毎
日
８
０
０
食
の
食
事

が
支
援
の
必
要
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
日
も
パ
ー
ベ
キ
ュ
ー
チ
キ
ン

に
ラ
イ
ス
が
添
え
ら
れ
た
ラ
ン

チ
ボ
ッ
ク
ス
を
手
際
よ
く
作
っ

て
い
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、
式

典
中
は
手
を
休
め
て
参
加
し
、

寄
付
に
感
謝
の
拍
手
を
送
っ
て

い
た
。

お
米
や
食
品
寄
付

ハ
ー
レ
ム
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に

https://www.kickstarter.com/projects/sanjuanbautistavr/664239593
https://shopnyseikatsu.com/
http://www.keenecenter.org/
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日
本
ク
ラ
ブ 

は
11
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
「
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ

の
入
り
方
（
最
新
動
向
）
」
パ

ー
ト
２
を
開
催
し
た
。
前
回

３
５
０
人
が
聴
講
す
る
関
心
の

高
さ
を
伺
わ
せ
た
こ
と
か
ら
続

編
を
開
催
し
た
も
の
で
、
今
回

も
２
５
０
人
が
参
加
し
た
。
講

師
は
作
家
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
冷
泉
彰
彦
さ
ん
。
日
本
の
大

学
入
試
の
本
番
試
験
一
発
勝
負

と
違
い
、
米
国
の
名
門
大
学
の

入
試
は
、
米
国
人
に
と
っ
て
も

謎
に
包
ま
れ
た
存
在
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
複
雑
。
そ
の
入
試
制
度

に
関
し
て
最
新
の
動
向
に
触
れ

な
が
ら
、
日
本
人
、
日
系
人
が

ア
イ
ビ
ー
校
を
は
じ
め
と
す
る

米
名
門
大
学
に
出
願
・
入
学
す

る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
具
体

的
に
解
説
し
た
。
「
知
識
人
の

原
石
」
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て

く
る
ア
イ
ビ
ー
校
の
「
合
格
基

準
」
と
は
何
な
の
か
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
た
。
講
演
の
主

な
内
容
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
◇

　
今
回
は
具
体
的
な
出
願
の
流

れ
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
は
20
世
紀
ま

で
は
良
く
も
悪
く
も「
伝
統
校
」

だ
っ
た
が
、
２
０
０
０
年
前
後

か
ら
人
気
が
加
熱
。
２
０
０
９

年
か
ら
は
学
費
の
心
配
が
軽
減

さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
年
間
の

学
費
で
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の

よ
う
に
６
万
ド
ル
を
超
え
る
私

立
は
珍
し
く
な
い
が
、
ア
イ
ビ

ー
リ
ー
グ
の
場
合
は
、
合
格
と

同
時
に
グ
ラ
ン
ト
（
奨
学
金
）

を
申
請
で
き
る
と
こ
ろ
が
他
の

中
堅
私
大
と
異
な
る
。
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
も

人
気
が
あ
る
が
、
ア
イ
ビ
ー
リ

ー
グ
は
な
ん
と
言
っ
て
も
就
職

に
有
利
な
大
学
。
な
ぜ
な
ら
同

窓
会
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
か
な

り
有
力
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
斡
旋
と
ワ
ー
ク
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
出
願
ま
で
の
流
れ
は
、
何
を

揃
え
る
か
を
整
理
す
る
。
Ｓ
Ａ

Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
点
数
、Ｉ
Ｂ（
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
カ
ロ

レ
ア
＝
ス
イ
ス
に
本
部
の
あ
る

国
際
的
な
試
験
制
度
）、
Ａ
Ｐ

（
米
国
の
単
位
先
取
り
試
験
）

の
点
数
、
良
好
な
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
含

む
内
申
書
、
活
動
履
歴
、
エ
ッ

セ
イ
、
推
薦
状
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
統

一
テ
ス
ト
は
義
務
で
は
な
く
な

っ
た
が
、
不
要
に
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。

　
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
内
申
書
）
の
重
要

性
＝
計
算
式
は
単
純
で
Ａ
は
４

点
、
Ｂ
は
３
点
、
Ｃ
は
２
点
、

Ｄ
は
１
点
、
Ｆ
は
０
点
。
内
申

書
の
評
価
は
、
11
年
生
の
時

の
成
績
が
重
視
さ
れ
る
。
だ

が
、
９
年
生
か
ら
の
成
績
は
す

べ
て
重
要
。
単
に
オ
ー
ル
Ａ
な

ら
良
い
わ
け
で
は
な
い
。
成
績

の
カ
ー
ブ
が
上
昇
傾
向
に
あ
る

の
か
、
常
に
高
度
な
科
目
に
挑

戦
し
て
い
る
か
な
ど
が
問
わ
れ

る
。
２
０
２
４
年
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
が

改
定
さ
れ
る
。
特
に
数
学
と
科

学
の
科
目
が
重
要
だ
。

　
出
願
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

は
、
早
期
出
願
が
11
月
上
旬
締

め
切
り
、
合
否
発
表
は
12
月
中

旬
。
倍
率
は
や
や
低
い
。
通
常

出
願
は
12
月
末
か
ら
１
月
中
旬

が
締
め
切
り
。
合
否
は
３
月

末
。
入
学
意
思
決
定
の
締
め
切

り
は
５
月
１
日
、
半
年
分
の
学

費
振
り
込
み
は
７
月
中
旬
。
ス

ポ
ー
ツ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大

切
で
、
特
に
小
さ
い
時
か
ら
や

っ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
は
受

験
準
備
の
た
め
に
断
念
す
る
こ

と
な
く
、
直
前
ま
で
続
け
る
こ

と
が
大
切
だ
。
ま
た
日
本
語
補

習
授
業
校
を
大
学
受
験
の
前
ま

で
在
籍
し
て
頑
張
っ
た
こ
と
は

評
価
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
を
目
指
す

上
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
本

人
が
「
決
意
」
を
す
る
こ
と
が

す
べ
て
。
自
分
に
や
り
た
い
こ

と
が
あ
り
、
８
年
生
ま
で
に
決

意
を
。
そ
し
て
良
い
仲
間
と
の

切
磋
琢
磨
を
す
る
こ
と
。
勉
強

面
で
は
高
学
年
ま
で
に
数
学
に

つ
い
て
は
「
オ
ナ
ー
ズ
」
と
い

う
良
い
成
績
を
取
る
こ
と
が
大

切
だ
と
念
押
し
し
た
。

　
日
本
ク
ラ
ブ
で
は
、
６
月
に

冷
泉
さ
ん
と
行
く
ア
イ
ビ
ー
リ

ー
グ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
ツ
ア

ー
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
を
計
画
し
て
い

る
。
詳
細
は
近
く
発
表
さ
れ
る

予
定
だ
。

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
に
入
る
方
法

出
願
ま
で
の
流
れ
解
説

Part 2

　
山
野
内
勘
二
前
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
総
領
事
は
３
月
15
日
付
で
カ

ナ
ダ
大
使
に
就
任
し
た
。
日
本

政
府
が
11
日
の
閣
議
で
起
用
を

決
め
た
。
１
９
８
４
年
東
京
外

語
大
学
イ
ン
ド
シ
ナ
語
学
科

卒
、外
務
省
入
省
。
米
国
公
使
、

経
済
局
長
、
２
０
１
８
年
９
月

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
。
長

崎
県
出
身
。
63
歳
。

山
野
内
前
Ｎ
Ｙ
総
領
事

カ
ナ
ダ
大
使
に
就
任

　
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
ジ
ョ
ン

ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
附
属
シ

ス
テ
ム
サ
イ
エ
ン
ス
・
工
学

セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
死
者
は
全
世
界
で

６
０
０
万
人
を
超
え
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ

の
数
字
は
少
な
く
見
積
も
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
感
染

に
よ
る
死
者
数
は
明
確
に
は
わ

か
っ
て
い
な
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
依

然
、
香
港
、
韓
国
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
国
々
で
猛

威
を
ふ
る
っ
て
い
る
が
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
後
退
し
た
こ
と
に

よ
り
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
場

所
で
新
た
な
死
者
数
は
減
少
し

て
い
る
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
マ
リ
ア
・
フ
ァ
ン
・

カ
ー
ク
ホ
ー
ヴ
ェ
氏
は
こ
の
死

者
数
を
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
３

年
目
に
し
て
は
高
い
数
値
」
と

し
て
引
き
続
き
警
戒
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況
に
は
国
に
よ
っ
て
差

が
あ
り
、
中
進
国
・
先
進
国
の

人
口
の
79
％
が
少
な
く
と
も
１

回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て

い
る
の
に
対
し
、
発
展
途
上
国

の
場
合
は
そ
の
数
値
は
わ
ず
か

14
％
で
あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
テ
ド

新
型
コ
ロ
ナ
の
死
亡
者
数

全
世
界
で
６
０
０
万
人

ロ
ス
事
務
局
長
は
、「
分
配
の

不
均
衡
に
よ
っ
て
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
は
長
引
い
て
い
る
」
と
状
況

改
善
を
訴
え
て
い
る
。

　
日
本
で
３
月
16
日
午
後
11
時

34
分
ご
ろ
（
米
東
部
時
間
16
日

午
前
10
時
34
分
ご
ろ
）
福
島

県
、
宮
城
県
で
最
大
震
度
６
強

を
観
測
す
る
大
き
な
地
震
が
発

生
し
た
。震
源
地
は
福
島
県
沖
、

震
源
の
深
さ
は
60
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
地
震
の
規
模
を
示
す
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
は
７
・
３
と
推
定

 

さ
れ
る
。
気
象
庁
は
午
後
11
時

40
分
、
福
島
県
と
宮
城
県
に
津

波
注
意
報
を
発
表
。
１
メ
ー
ト

ル
の
津
波
が
発
生
。
日
本
国
内

で
震
度
６
強
を
観
測
す
る
地
震

は
昨
年
２
月
13
日
に
福
島
沖
で

発
生
し
た
地
震
以
来
。
関
東
全

域
で
約
２
０
９
万
８
３
４
０
軒

が
停
電
し
た
。

　
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
コ
カ
コ
ー

ラ
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
な
ど
の

大
手
企
業
が
相
次
い
で
ロ
シ
ア

で
の
事
業
を
停
止
す
る
と
発
表

し
た
。
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
る
欧
米
諸
国
の
制
裁
を

受
け
て
の
動
き
で
あ
る
。
一
方

で
、
３
社
す
べ
て
が
従
業
員
に

は
給
与
を
支
払
い
続
け
る
と
表

明
し
て
い
る
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

は
ロ
シ
ア
の
約
８
５
０
の
店
舗

を
一
時
的
に
閉
鎖
、
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
は
１
０
０
店
舗
を
閉
鎖

す
る
方
針
を
示
し
た
。
さ
ら
に

ハ
イ
ネ
ケ
ン
は
９
日
に
ロ
シ
ア

で
の
ビ
ー
ル
生
産
及
び
販
売
を

停
止
。
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア

メ
リ
カ
ン
・
タ
バ
コ
は
９
日
に

設
備
投
資
を
停
止
す
る
と
し
て

い
た
が
、
１
１
日
に
撤
退
を
発

表
し
た
。
マ
ザ
ー
ケ
ア
は
、
世

界
の
売
上
高
の
２
０
％
か
ら

２
５
％
を
占
め
る
ロ
シ
ア
で
の

す
べ
て
の
事
業
を
停
止
し
た
と

述
べ
た
。

ロシアから

大手企業続々撤退

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブでは地域社会や世
界への貢献のためさまざまな活動しています。

■メガネリサイクル・ご協力のお願い
回収されたメガネはライオンズクラブのリサイクルセ
ンター（LERC／www.njlerc.org）に運ばれ洗浄・分解
され、新しい持ち主にピッタリ合ったメガネへと生ま
れ変わります。使わなくなった眼鏡の回収にご協力く
ださい。

【メガネリサイクルBoxの設置場所】
・JAA（49 W 45th St）
・NY育英学園（8 West Bayview Ave. Englewood Cliffs）
・Apple Ophthalmology（8 W 38th #201）
・Mott street Optical（52 Mott St）
・Inatome Japanese Steak House
　（65th St, Valley Stream）
・LIOC - Long Island Ophthalmic Concepts
　（2450 Merrick Rd, Bellmore / 
 560 Northern Blvd, Suite 101, Great Neck /
 54-44 Little Neck Pkwy, Little Neck）

The New York Japanese-American Lions Club
【問い合わせ】www.nyjalc.org　info@nyjalc.org

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
抱
え
る

最
も
多
い
不
安
は
、
携
帯
電
話

が
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
安

「
ノ
モ
フ
ォ
ビ
ア
」
で
あ
る
こ

と
が
、
グ
ー
グ
ル
の
検
索
デ
ー

襲
わ
れ
る
「agoraphobia

（
広

場
恐
怖
症
）」、
動
物
に
関
し
て

は
「arachnophobia

（

ク

モ
恐
怖
症
）」
が
多
い
。
米
国

で
は
、hippopotam

us

（
カ

バ
）
の
よ
う
に
文
字
数
の
多
い

単
語
に
困
惑
す
る
「hippopo-

tom
onstrosesquippedalio-

phobia

」
が
最
も
多
く
、
次
い

で
「philophobia

（
恋
愛
恐

怖
症
）」「som

niphobia

（
睡

眠
恐
怖
症
）」と
な
っ
て
い
る
。 

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
「
ノ
モ

フ
ォ
ビ
ア
」
の
原
因
に
つ
い
て

携
帯
電
話
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
依
存
症
を
研
究
す
る
オ
ハ

イ
オ
州
ケ
ン
ト
州
立
大
学
の
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
ラ
ッ
プ
教
授
は

「
携
帯
電
話
を
自
分
の
延
長
だ

と
思
っ
て
お
り
、
携
帯
電
話
か

ら
離
れ
る
こ
と
は
自
分
の
一
部

を
置
い
て
い
く
よ
う
な
気
分
に

な
る
た
め
」と
解
説
し
て
い
る
。

症
状
に
は
呼
吸
障
害
や
震
え
、

発
汗
、
動
揺
、
失
見
当
識
、
頻

脈
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
同
恐
怖

症
は
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
オ
レ
ゴ
ン
、
テ

ネ
シ
ー
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
も

１
位
と
な
っ
て
い
る
。 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
最
大
の

不
安
は
携
帯
な
い
こ
と

タ
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　「
フ
ォ
ビ
ア
（phobia

：
非

理
性
的
な
恐
怖
症
）」
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
同
デ

ー
タ
に
よ
る
と
、
世
界
で
最
も

多
い
の
は
公
共
の
場
で
不
安
に

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
に

森
美
樹
夫
大
使
が
着
任
し

た
。
森
大
使
は
東
京
都
出
身
。

１
９
６
２
年
生
ま
れ
。
84
年
外

務
公
務
員
採
用
上
級
試
験
合

格
、
85
年
東
京
大
学
法
学
部
卒

業
、
同
年
４
月
外
務
省
入
省
。

88
年
か
ら
96
年
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
総
領
事
館
、
外
務
省
中
近

東
ア
フ
リ
カ
局
、
欧
亜
局
、
経

済
局
勤
務
。
96
年
在
ド
イ
ツ
大

使
館
一
等
書
記
官
。
２
０
０
７

年
国
際
連
合
日
本
政
府
代
表

部
・
公
使
参
事
官
（
経
済
部

長
）、08
年
同
代
表
部
公
使
（
総

務
部
長
）、
10
年
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
大
使
館
公
使
、
13
年
在
ケ

ニ
ア
大
使
館
公
使
、
16
年
国
際

協
力
局
審
議
官
（
地
球
規
模

課
題
担
当
）（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
担
当
大

使
）。
17
年
内
閣
官
房
内
閣
情

報
調
査
室
次
長
、
19
年
７
月
第

７
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
事
務

局
長
代
理
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
担
当

大
使
、
同
年
９
月
中
東
ア
フ
リ

カ
局
ア
フ
リ
カ
部
長
（
大
使
）、

21
年
領
事
局
長
。
22
年
１
月
11

日
付
で
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領

事
（
大
使
）。
59
歳
。

新
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
に

森
美
樹
夫
大
使
が
着
任

考
え
た
く
も
な
い

携
帯
の
不
安
材
料

携帯を家に忘れて出勤してしまった
携帯の充電コードがない
あるはずの場所に携帯がない
メールがなぜか送受信できない
携帯の電源が入らない

汗

日
本
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
解
説
す
る
冷
泉
さ
ん

日
本
で
地
震
発
生

東
北
地
方
で
震
度
６
強

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyjalc.org
http://www.nyjalc.org%E3%80%80info@nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
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西
53
丁
目
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
近
代
美
術
館︵
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
︶

で
12
日
午
後
４
時
15
分
ご
ろ
、

映
画
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、

来
館
し
た
男
が
腹
を
立
て
、
職

員
２
人
を
ナ
イ
フ
で
刺
す
事
件

が
あ
っ
た
。

　

黒
い
ウ
ー
ル
の
帽
子
と
サ
ー

ジ
カ
ル
マ
ス
ク
を
し
た
男
が
飛

び
越
え
て
カ
ウ
ン
タ
ー
の
内
側

に
入
り
、
対
応
し
て
い
た
女
性

職
員
︵
24
︶
の
背
中
と
首
を
刺

し
た
。
別
の
職
員
が
ノ
ー
ト
を

投
げ
る
な
ど
し
て
応
戦
す
る

と
、
そ
ば
に
い
た
男
性
職
員

︵
24
︶
の
左
鎖
骨
を
刺
し
た
の

ち
、
男
は
逃
走
し
た
。
警
備
員

が
来
館
者
を
全
員
、
館
外
に
退

避
さ
せ
、
世
界
中
の
観
光
客
が

訪
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
屈
指
の

美
術
館
の
周
り
は
一
時
騒
然
と

な
っ
た
。
警
察
と
救
急
車
が
駆

け
つ
け
、
刺
さ
れ
た
２
人
は
す

ぐ
に
ベ
ル
ビ
ュ
ー
病
院
に
運
ば

れ
手
当
を
受
け
た
。
命
に
別
状

は
な
い
。

　

切
り
つ
け
た
の
は
ゲ
イ
リ

ー
・
ガ
バ
ナ
ー
容
疑
者
︵
60
︶

で
、
15
日
に
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
逮

捕
さ
れ
た
。
美
術
館
は
、
秩
序

を
乱
す
行
為
が
複
数
回
あ
っ
た

た
め
会
員
資
格
を
取
り
消
し
て

い
た
と
い
う
。
容
疑
者
の
確
認

で
き
る
最
後
の
住
所
は
、
精
神

障
害
者
や
エ
イ
ズ
患
者
の
た
め

に
非
営
利
団
体
﹁
プ
レ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ラ
ン
ド
﹂
が
運
営
す
る

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
ア
パ
ー

ト
。
容
疑
者
は
13
日
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
、

自
分
は
双
極
性
障
害
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
﹁
笑
っ
た
時
に
自
分

を
黙
ら
せ
よ
う
と
し
た
女
性
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の

だ
﹂
と
い
っ
た
内
容
の
文
章
を

投
稿
し
て
い
る
。

　

警
察
は
顔
写
真
や
犯
行
を
捉

え
た
監
視
カ
メ
ラ
の
ビ
デ
オ
を

後
悔
し
て
広
く
情
報
の
提
供
を

求
め
て
い
た
。
美
術
館
側
も
大

衝
撃
を
受
け
て
お
り
警
備
に
万

全
を
期
す
と
し
て
い
る
。

ガバナー容疑者

立ち入り禁止のテープを解く警察官（午後６時すぎ、写真・三浦良一）

近
代
美
術
館
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
を
飛
び
越
え
て
中
に
入
り
、
刃
物
で
職
員

を
襲
う
容
疑
者
。
館
内
の
監
視
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
映
像
を
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
が
公
開

MoMAの職員２人刺す
カ
ウ
ン
タ
ー
飛
び
越
え

逃
走
先
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
逮
捕

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
連
邦
地

検
は
８
日
、
ロ
シ
ア
政
府
の
工

作
員
と
し
て
米
国
内
で
違
法
な

ス
パ
イ
活
動
を
し
て
い
た
と
し

て
、
エ
レ
ナ
・
ブ
ラ
ン
ソ
ン
被

告
︵
61
︶
を
起
訴
し
た
。
被
告

は
ロ
シ
ア
と
米
国
の
二
重
国
籍

者
で
、
す
で
に
ロ
シ
ア
に
逃
げ

て
い
る
。

　

外
国
か
ら
資
金
援
助
を
受

け
て
政
治
活
動
を
行
う
場
合

は
﹁
外
国
代
理
人
﹂
と
し
て
の

登
録
が
必
要
だ
が
、
ブ
ラ
ン
ソ

ン
被
告
は
そ
れ
を
せ
ず
に
活
動

し
、
連
邦
捜
査
局
︵
Ｆ
Ｂ
Ｉ
︶

に
虚
偽
の
供
述
を
し
た
罪
に
問

わ
れ
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ン
ソ
ン
被
告
は
少
な
く

と
も
２
０
１
１
年
以
来
、
ロ
シ

ア
政
府
か
ら
数
万
ド
ル
の
資
金

を
受
け
取
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

内
で
﹁
ロ
シ
ア
ン
・
セ
ン
タ

ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂
を
運
営
、

ロ
シ
ア
政
府
の
当
局
者
か
ら
直

接
指
示
を
受
け
動
い
て
い
た
と

い
う
。
ロ
シ
ア
当
局
者
ら
と
米

国
の
政
治
家
や
実
業
家
の
会

合
を
手
配
し
た
り
、﹁I Love 

R
ussia

﹂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

ロ
シ
ア
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
い
た
り
し
て
い
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
上
院
議
員
と
密
接

な
関
係
を
作
っ
た
り
、
実
現
は

し
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
６
年

に
米
大
統
領
選
に
立
候
補
し
た

ト
ラ
ン
プ
氏
と
ロ
シ
ア
の
閣
僚

と
の
会
合
の
手
配
を
進
め
た
こ

と
も
あ
る
。
プ
ー
チ
ン
大
統

領
と
も
連
絡
を
取
っ
て
い
た
。

　

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
８
日

午
後
2
時
頃
、
放
火
と
疑
わ
れ

る
火
災
が
相
次
い
で
発
生
し

た
。
火
が
確
認
さ
れ
た
の
は
バ

ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
で
人

気
が
あ
る
ノ
ー
ス
ウ
ッ
ズ
の
エ

リ
ア
。
少
な
く
と
も
６
か
所
、

最
大
10
か
所
で
小
規
模
な
火
災

が
確
認
さ
れ
た
。
目
撃
者
か
ら

は
、
公
園
の
上
に
煙
が
立
ち
込

め
る
様
子
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
さ

れ
て
い
る
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
公
園
の
北

西
部
︵
西
１
０
７
丁
目
と
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
ェ
ス
ト
の
近

く
︶
の
森
の
中
で
何
者
か
が
放

火
す
る
姿
が
目
撃
さ
れ
た
と
い

う
。
建
物
の
損
害
や
け
が
人
は

い
な
い
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

を
管
理
す
る
市
公
園
局
に
よ
る

と
一
部
の
低
木
が
焦
げ
た
が
大

木
の
損
傷
は
な
く
、
深
刻
な
被

害
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
警
察

で
は
午
後
の
火
災
が
同
日
午
前

7
時
頃
に
同
公
園
内
で
発
生
し

た
別
の
火
災
と
の
関
連
性
を
調

べ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
９
月
に
連
邦
捜
査

局
︵
Ｆ
Ｂ
Ｉ
︶
の
取
り
調
べ
を

受
け
た
が
、
疑
惑
を
否
定
。
逮

捕
さ
れ
る
前
に
モ
ス
ク
ワ
に
渡

り
米
国
に
は
戻
っ
て
い
な
い
。

Photo/Russian Center New York/Facebook

ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
を
起
訴

Ｎ
Ｙ
連
邦
地
検
、
本
人
は
既
に
出
国

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
火
災

１
日
で
10
件
、
放
火
と
み
て
捜
査

楽しい
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税

金

特

集

⑦

国
籍
離
脱
税

︵E
x
p
a
tria

tio
n

 T
a
x

︶

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

今
回
は
米
国
市
民
権
や
永
住

権
の
放
棄
に
関
係
す
る
税
金
の

話
で
す
。
米
国
市
民
権
や
米

国
永
住
権(

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

)

保
持
者
の
方
は
、
世
界
中
ど

こ
に
い
て
も
米
国
の
税
務
上
の

居
住
者
と
な
り
ま
す
。
米
国
居

住
者
が
得
た
所
得
は
、
そ
の
所

得
の
源
泉
が
ど
こ
に
あ
る
か
に

か
か
わ
ら
ず
米
国
で
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
米
国
市

民
権
を
持
つ
方
が
日
本
で
働
い

て
給
与
所
得
を
得
る
場
合
、
そ

の
給
与
所
得
は
米
国
で
も
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
継
続
し
て
毎
年

米
国
で
の
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。
日
本
と
米
国
で
の
二
重
課

税
を
防
ぐ
た
め
の
外
国
税
額
控

除
や
外
国
役
務
控
除
を
申
請
し

て
も
、
所
得
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て

は
最
終
的
に
米
国
で
も
納
税
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の

所
得
税
率
も
低
く
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

場
合
に
は
大
き
な
影
響
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
問
題
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
な
ど
、

比
較
的
所
得
税
率
の
低
い
国
に

移
住
し
た
場
合
で
す
。
せ
っ
か

く
税
率
の
低
い
国
に
移
住
し
て

も
、
最
終
的
に
米
国
の
税
額
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
米
国
で

の
継
続
的
な
課
税
を
避
け
る
た

め
、
あ
る
い
は
単
に
今
後
米
国

に
居
住
す
る
こ
と
が
な
い
の
で

米
国
市
民
権
や
永
住
権
を
放
棄

す
る
こ
と
を
考
え
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
米
国
で

は
市
民
権
や
永
住
権
を
放
棄
す

る
納
税
者
に
国
籍
離
脱
税
を
課

す
規
則
を
定
め
て
い
ま
す
の
で

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▽
国
籍
離
脱
税
の
対
象
者

　

国
籍
離
脱
税
は
、
市
民
権
を

放
棄
す
る
米
国
市
民
、
米
国
永

住
権
を
放
棄
す
る
長
期
永
住
権

保
持
者
、
ま
た
は
租
税
条
約
の

も
と
、
米
国
以
外
の
国
で
の
居

住
者
と
し
て
所
得
税
を
納
付
す

る
こ
と
を
選
択
す
る
長
期
永
住

権
保
持
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
﹁
長
期
﹂
永
住
権

保
持
者
と
は
、
永
住
権
を
過
去

15
年
の
う
ち
8
年
間
保
持
し
た

者
を
指
し
ま
す
。
暦
年
中
に
１

日
で
も
永
住
権
を
保
持
し
て
い

た
年
は
１
年
と
数
え
ら
れ
る
た

め
、
最
短
で
6
年
と
2
日
で
8

年
間
の
保
持
期
間
を
満
た
し
た

こ
と
と
な
り
、
長
期
永
住
権
保

持
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
一
つ
で
も
満
た

す
米
国
市
民
及
び
長
期
永
住
権

保
持
者
は
、
市
民
権
や
永
住
権

を
放
棄
す
る
と
、
国
籍
離
脱
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

︵
１
︶
２
０
２
１
年
に
国
籍
を

離
脱
し
た
方
は
、
国
籍
離
脱
前

の
過
去
5
年
間
の
平
均
年
間
所

得
税
額
が
17
万
２
０
０
０
ド
ル

︵
毎
年
イ
ン
フ
レ
調
整
あ
り
︶

を
超
過
す
る
場
合

︵
２
︶
純
資
産
が
２
０
０
万
ド

ル
以
上
の
場
合
、
ま
た
は

︵
３
︶
国
籍
離
脱
の
直
前
の
5

年
間
に
、
米
国
に
お
い
て
納
税

義
務
を
遵
守
し
て
い
な
か
っ
た

場
合

　

︵
1
︶
の
平
均
所
得
税
の
要

件
は
、
通
常
税
額
や
代
替
ミ
ニ

マ
ム
税
の
合
計
か
ら
認
め
ら
れ

た
税
控
除
を
差
し
引
い
た
金
額

の
た
め
、
申
告
書
の
最
終
税
額

と
理
解
し
て
お
け
ば
よ
い
で
し

ょ
う
。︵
2
︶
の
純
資
産
の
要

件
は
、
放
棄
直
前
に
贈
与
を
し

た
と
仮
定
し
た
場
合
の
贈
与
税

法
上
で
対
象
と
な
る
金
額
で
判

断
さ
れ
ま
す
。︵
３
︶
の
過
去

5
年
間
納
税
義
務
遵
守
の
要
件

は
、
対
象
者
に
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
るForm

 8854

で
過

去
5
年
の
所
得
税
額
を
記
載
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
遵
守
を
示
し

ま
す
。

▽
国
籍
離
脱
税

　

国
籍
離
脱
や
永
住
権
の
放
棄

を
さ
れ
た
方
は
、
個
人
が
保
有

す
る
全
て
の
資
産
を
そ
の
所
在

地
に
関
わ
ら
ず
離
脱
／
放
棄
前

日
の
時
価
で
売
却
し
た
と
仮
定

し
て
計
算
し
た
み
な
し
売
却
益

の
う
ち
、
74
万
４
０
０
０
ド
ル

を
超
え
た
金
額
が
課
税
対
象
所

得
と
な
り
ま
す
。
み
な
し
売
却

資
産
の
性
質
に
よ
っ
て
当
該
課

税
対
象
所
得
に
適
用
す
る
税
率

が
異
な
り
ま
す
。
ス
ト
ッ
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
繰
延
所
得
、

Ｉ
Ｒ
Ａ
な
ど
の
課
税
繰
延
所

得
、
ま
た
は
他
益
信
託
か
ら
の

受
取
り
に
関
し
て
は
異
な
る
規

則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

国
籍
離
脱
税
の
対
象
者
か
ら
の

米
国
市
民
／
居
住
者
へ
の
贈
与

や
遺
贈
は
受
取
人
に
課
税
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▽
Ｉ
Ｒ
Ｓ
へ
の
報
告

　

国
籍
離
脱
や
永
住
権
を
放
棄

し
た
場
合
は
、
国
籍
離
脱
税
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ずForm

 8854

を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出

を
怠
っ
た
場
合
は
1
万
ド
ル
の

罰
則
が
課
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

米
国
市
民
及
び
長
期
永
住
権

保
持
者
で
放
棄
を
考
え
て
い
る

方
は
、
国
籍
離
脱
税
の
影
響
を

考
慮
し
た
上
で
慎
重
に
国
籍
離

脱
の
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
記
載
の
情
報
は
一
般

的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
該
当

す
る
場
合
は
、
必
ず
税
務
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（30）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ダ
ム
ス

市
長
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
マ
ス
ク
や
ワ
ク
チ
ン
証

明
の
提
示
義
務
に
対
す
る
新
し

い
指
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
従

業
員
に
週
に
何
日
か
の
出
勤
を

促
す
企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
展
開
に
、
小
さ
な
子
供

さ
ん
の
い
る
Ｆ
さ
ん
は
新
た
な

﹁
新
し
い
日
常
﹂
へ
の
不
安
を

感
じ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
仕
事

も
学
校
も
遠
隔
に
な
っ
た
２
年

前
、
市
内
在
住
だ
っ
た
Ｆ
さ
ん

一
家
は
郊
外
に
移
住
。
子
供
さ

ん
の
学
校
を
始
め
、
慣
れ
親
し

ん
だ
環
境
や
友
人
か
ら
離
れ
た

生
活
へ
の
適
応
に
苦
労
し
ま
し

た
が
、
最
近
で
は
生
活
の
リ
ズ

ム
も
掴
め
て
き
た
そ
う
で
す
。

そ
の
矢
先
に
Ｎ
Ｙ
市
の
活
動
再

開
の
兆
し
。
Ｆ
さ
ん
や
配
偶
者

の
会
社
も
出
勤
日
数
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

通
勤
に
よ
っ
て
発
生
す
る
時

間
的
、
経
済
的
負
担
。
共
働
き

の
両
親
が
出
社
し
た
場
合
の
子

供
た
ち
の
世
話
。
更
に
、
遠
隔

就
業
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に

起
こ
り
得
る
失
業
。
不
安
要
素

が
満
載
で
す
。

　

ま
ず
、
思
考
の
飛
躍
も
含
め

て
理
想
的
な
生
活
を
思
い
描
い

て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
、
実
現

さ
せ
る
方
法
を
模
索
中
で
す
。

こ
の
作
業
に
よ
り
﹁
新
し
い
日

常
﹂
は
人
生
の
ゴ
ー
ル
に
急
接

近
で
き
る
可
能
性
が
見
え
て
き

た
そ
う
で
す
。

　

客
観
的
な
目
を
持
つ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
の
対
話
に
よ
り
、
逆

境
の
中
に
飛
躍
の
芽
を
見
出
せ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
一
度
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

︵
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理

療

法

士
、LC

SW
,C

A
SA

C

保
持
︶

新
し
い
日
常

　

誰
も
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
見
覚

え
が
あ
る
焼
き
菓
子
メ
ー
カ
ー

﹁
エ
ン
テ
ン
マ
ン
ズ
﹂
の
創
業

者
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ベ
ー

カ
リ
ー
を
全
国
的
に
有
名
に
し

た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
ン
テ
ン
マ

ン
氏
が
昨
月
24
日
、
フ
ロ
リ
ダ

で
死
去
し
た
。
92
歳
だ
っ
た
。 

　

同
社
の
原
点
は
、
ド
イ
ツ
人

移
民
の
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ン

テ
ン
マ
ン
氏
が
１
８
９
８
年

に
開
店
し
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
ベ
ー
カ
リ
ー
だ
っ
た
。
一

家
は
１
９
０
０
年
に
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
の
ベ
イ
シ
ョ
ア

に
移
住
し
﹁
エ
ン
テ
ン
マ
ン

ズ
﹂
の
第
1
号
店
を
オ
ー
プ
ン

す
る
。
１
９
５
１
年
の
父
の
死

去
後
、
エ
ン
テ
ン
マ
ン
氏
と
母

と
兄
弟
た
ち
は
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
卸
売
や
デ
リ
バ
リ
ー
を
拡

大
し
、
そ
の
後
チ
ェ
ー
ン
店
を

全
国
的
に
展
開
し
た
。
78
年
に

２
億
３
３
０
０
万
ド
ル
で
同
事

業
を
売
却
し
た
。 

　

同
氏
は
自
宅
の
あ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
グ
レ
ー
ト
・
サ
ウ
ス
ベ
イ
支

部
で
水
生
生
物
生
息
地
の
水
質

向
上
に
努
め
、
引
退
後
は
研
究

所
を
兼
ね
た
医
療
関
連
会
社
を

立
ち
上
げ
、
兄
弟
と
共
に
ベ
イ

シ
ョ
ア
の
サ
ウ
ス
サ
イ
ド
病
院

内
に
兄
弟
と
共
に
心
臓
病
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
た
。

人
気
ベ
ー
カ
リ
ー

エ
ン
テ
ン
マ
ン
ズ

創
業
者
死
去

https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.maxjob.com/
https://artofhaiku.org/


(7  )　　 ［ローカル経済］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）3 月19 日（土）

人
材
難
が
続
く
ア
メ
リ
カ
のG

reat R
esign

ation

〜
い
ま
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
〜
︻
後
編
︼

クイック USA

83
　

現
在
ア
メ
リ
カ
で
は
、
労
働

力
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
﹁G

reat R
esignation 

(
大
量
退
職)

﹂
と
呼
ば
れ
て

い
る
時
代
に
お
い
て
、
企
業
と

し
て
は
何
に
気
を
付
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
っ
た

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
み
ま
し

た
。

■ 

企
業
へ
の
影
響

　

こ
の
状
況
下
で
は
、
特
に
人

材
の
争
奪
戦
は
避
け
て
通
れ
な

い
も
の
と
な
り
ま
す
。
募
集
時

の
金
額
を
上
げ
る
事
は
一
時
的

な
効
果
し
か
上
げ
ら
れ
な
い
た

め
、
退
職
の
ト
リ
ガ
ー
と
な
っ

て
い
る
﹁
生
活
感
の
見
直
し
﹂

と
い
う
部
分
に
着
目
す
る
必
要

が
あ
り
、
同
時
に
更
な
る
退
職

者
を
出
さ
な
い
努
力
も
重
要
で

す
。
生
活
感
の
見
直
し
と
い
う

観
点
で
は
、
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
調
整
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

／
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
働
き
方

導
入
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
バ
ー

ン
ア
ウ
ト
し
そ
う
な
従
業
員
に

対
し
て
は
、
一
旦
休
暇
を
与
え

て
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
な
ど
の
措

置
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
雇
用
者

側
の
一
方
的
な
判
断
で
は
無

く
、
従
業
員
の
声
に
耳
を
傾
け

る
事
が
重
要
で
、
更
に
はJob 

R
equirem

ent

が
明
確
で
無

い
、
業
務
過
多
に
さ
せ
て
し
ま

っ
て
い
る
、
ゴ
ー
ル
が
明
確
で

無
い
、
十
分
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
無
い
な
ど
と
い
っ
た
事
を

避
け
る
事
も
重
要
で
す
。

■
今
後
の
活
路
を
見
出
す
Ｈ
Ｒ

と
い
う
分
野

　

﹁
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調

整
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
／
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
の
働
き
方
導
入
﹂

や
﹁
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
し
そ
う
な

従
業
員
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
﹂

な
ど
は
、正
に
Ｈ
Ｒ
︵H

um
an 

R
esources

＝
人
事
︶
の
分

野
に
な
り
ま
す
。
今
回
求
め
ら

れ
る
役
割
と
し
て
は
、
平
常
時

の
﹁
採
用
と
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
の

見
直
し
﹂
や
﹁
働
き
方
改
革
﹂

と
い
う
も
の
で
は
無
く
、
今
後

の
企
業
存
続
に
向
け
た
取
り
組

み
に
な
る
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
専
門
家
を
入
れ

ず
手
探
り
で
取
り
組
む
の
で
は

無
く
、
Ｈ
Ｒ
と
い
う
分
野
の
各

専
門
家
を
交
え
て
進
め
る
事
が

成
功
の
鍵
と
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
皆
様
の
組
織
で
も
、
予

想
以
上
に
深
刻
と
な
っ
た
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
を
生
き
残

り
、
そ
し
て
組
織
を
更
に
前
進

さ
せ
る
た
め
に
、
Ｈ
Ｒ
の
役
割

や
そ
の
重
要
性
に
関
し
て
今
一

度
考
察
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

参
考
関
連
動
画

：

https://youtu.be/QI7gLEj-
6ZeI小

楠
仁
啓

 SolutionPort, Inc.
President

　

www.919usa.com

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
︵
本

社

：

シ
カ
ゴ
、
最
高
経
営
責

任
者

：
ス
コ
ッ
ト
・
カ
ー
ビ

ー
︶
は
７
日
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

軍
事
侵
攻
に
苦
し
む
ウ
ク
ラ
イ

ナ
周
辺
で
必
要
と
さ
れ
る
人
的

資
源
と
物
資
を
空
輸
す
る
活
動

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
可
能
性
の
あ
る
支
援
団
体
へ

の
支
援
お
よ
び
寄
付
活
動
を
開

始
し
た
と
発
表
し
た
。

　

同
社
が
支
援
す
る
団
体
は
エ

ア
リ
ン
ク
︵
必
要
な
物
資
を
空

輸
︶
、
ア
メ
リ
ケ
ア
ー
ズ
︵
大

規
模
な
医
薬
品
・
支
援
物
資
を

輸
送
︶
、
ワ
ー
ル
ド
・
セ
ン
ト

ラ
ル
・
キ
ッ
チ
ン
︵
温
か
い
食

事
を
シ
ェ
ル
タ
ー
に
て
提
供
︶
、

ア
メ
リ
カ
赤
十
字
の
４
団
体
。

５
０
０
万
マ
イ
ル
お
よ
び
10
万

米
ド
ル
を
上
限
と
し
て
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
航
空
マ
イ
レ
ー
ジ
プ
ロ

グ
ラ
ム
﹁
マ
イ
レ
ー
ジ
プ
ラ
ス
﹂

の
会
員
か
ら
寄
付
を
募
る
。
ま

た
同
航
空
は
現
在
、
ロ
シ
ア
空

域
の
飛
行
停
止
と
ロ
シ
ア
か
ら

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
を

当
面
の
間
不
可
能
に
す
る
措
置

を
講
じ
て
い
る
。
今
回
の
支
援

活
動
に
つ
い
て
同
航
空
会
社
社

長
の
ブ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
氏

は
﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
人
的
悲

劇
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
て
い

る
。
引
き
続
き
必
要
な
支
援
方

法
を
模
索
す
る
﹂
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

ユナイテッド航空

ウクライナ支援を開始

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅
勤
務
が
日

常
化
し
、
労
働
環
境
を
見
直
し

が
提
唱
さ
れ
る
な
か
、
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
は

２
日
の
会
見
で
﹁
も
う
週
５
日

勤
務
は
必
要
な
い
か
も
し
れ
な

い
﹂
と
発
言
し
た
。 

　

同
州
知
事
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
感
染
の
減
少
や
マ
ス
ク
着
用

義
務
の
撤
廃
で
出
勤
し
や
す
く

な
り
、
対
面
で
の
仕
事
は
創
造

性
や
社
会
開
発
を
促
進
す
る
が

﹁
経
済
復
興
を
考
慮
し
て
も
、

最
低
３
、
４
日
出
勤
で
も
い
い

の
で
は
な
い
か
﹂
と
語
っ
た
。

現
実
、
地
下
鉄
利
用
者
の
犯
罪

被
害
の
増
加
も
あ
り
、
フ
ル
タ

イ
ム
出
勤
に
戻
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
は
35
％
程
度
に
留
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
エ
リ
ッ
ク
・
ア

ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
も
Ｎ
Ｂ
Ｃ
局

の
取
材
に
対
し
﹁
働
き
方
の
新

し
い
時
代
に
移
行
し
て
い
る
﹂

と
し
な
が
ら
も
﹁
多
く
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
が
会
社
勤
務
に
も

ど
る
の
も
時
間
の
問
題
だ
ろ

う
。
確
か
な
の
は
、
リ
モ
ー
ト

だ
け
で
は
Ｎ
Ｙ
市
を
稼
働
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
だ
﹂
と
話
し
て
い
る
。

週勤５日は
過去のもの？ 

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
22
日
︵
火
︶
午

後
１
時
30
分
か
ら
、﹁
顧
客
と

﹃
つ
な
が
る
﹄
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
﹂
と
題
し

た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

近
年
目
覚
ま
し
く
オ
ン
ラ
イ
ン

化
が
進
む
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
社
会

の
変
化
に
適
応
し
、
顧
客
と
直

接
﹁
つ
な
が
る
﹂
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
超
入

門
と
し
て
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
運
用
や
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
本
質
的
に
活
か
す
方
法
、
タ

ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
の
創
出
方
法
を

学
ぶ
。

　

講
師
に
は
、
株
式
会
社
五
色

か
ら
米
田
圭
氏
、
客
員
講
師
と

し

てU
J T

hinktank

の

関

良
太
郎
氏
を
招
く
。
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
の
言
語
は
日
本
語
で
行
う
。

　

参

加

費

無

料
。

問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ルsfc-
m

arketing@
jetro.go.jp

ま

で
。
申
し
込
み
は
、https://

w
w

w
.jetro.go.jp/form

5/
pub/sfc/foodm

arketing

か
ら
。

ジ
ェ
ト
ロ
22
日
に
解
説

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ

ロ
グ
ラ
ム
説
明
会
が
、
４

月
15
日
︵
金
︶
午
後
７
時

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開

催
さ
れ
る
。
対
象
は
米
国

在
住
・
駐
在
中
の
日
本
人
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
Ｍ
Ｂ
Ａ

は
、
現
在
の
仕
事
を
継
続

し
つ
つ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

目
指
し
た
い
人
や
、
日
々

の
業
務
に
直
結
す
る
知

識
︵
戦
略
・
財
務
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
等
︶
を
学
び
た

い
人
に
最
適
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
説
明
会
で
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
概
要
・
受
験
プ

ロ
セ
ス
の
ほ
か
、
業
務
と

の
両
立
・
費
用
・
ビ
ザ
へ

の
対
応
等
に
答
え
る
。
部

下
・
社
員
の
派
遣
を
検
討

し
て
い
る
人
や
、
今
後
の

来
米
予
定
者
も
歓
迎
す

る
。
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
は

２
０
２
０
年
秋
学
期
か
ら

パ
ー
ト
タ
イ
ム
プ
ロ
ブ
ラ

ム
を
開
始
し
た
、
川
上
孝

弘
氏
と
浜
本
将
人
氏
の
２

人
。

　

参
加
費
無
料
。
希
望
者

は
事
前
に
登
録
リ
ン
ク
か

ら
申
し
込
む
。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfBUTF1uJIr4lKr1w4DkmNiWm3AJ2k9mgTa86SAddHmfl ig7Q/viewform?usp=sf_link

NY 大学のプログラム

パートタイム MBA
4 月 15 日にオンライン説明会

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
３
月
24
日︵
木
︶

米
国
東
部
時
間
午
後
８
時
30
分

か
ら
10
時
ま
で
﹁
米
国
の
経
済

安
全
保
障
等
法
制
度
の
最
新
動

向
﹂
と
題
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
講
師
は

メ
イ
ヤ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
法
律
事

務
所 

伊
藤 

嘉
秀 

氏
、
村
瀬
悟

氏
。
米
中
摩
擦
の
先
鋭
化
や
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

の
語
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
4
月

4
日
︵
月
︶
と
５
日
︵
火
︶
に

英
会
話
無
料
体
験
講
座
を
開

く
。
日
本
人
向
け
に
構
成
さ
れ

た
中
級
英
会
話
教
室
は
４
月

19
日
︵
火
︶
か
ら
、
日
本
か

ら
も
受
講
で
き
る
Ｎ
Ｙ
流
英

会
話
教
室
の
中
級
と
初
級
は

そ
れ
ぞ
れ
20
日
︵
水
︶
と
25

日
︵
月
︶
か
ら
始
ま
る
。
ま
た

書
道
は
５
月
20
日
︵
金
︶
に
開

か
れ
る
。
全
て
の
授
業
は
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
わ
れ
る
。
授
業
料
や
時
間
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９
内

線
１
２
９
３
、
Ｅ
メ
ー
ル
は
、

language@
japansociety

.
org

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トjapansociety.org/

language

を
参
照
。

日
本
人
向
け
英
会
話
教
室

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

無
料
体
験
講
座
４
月
に
開
催

https://www.jetro.go.jp/events/orb/6be0fb83a6cfb73d.html

米
国
の
経
済
安
全
保
障

法
制
度
の
最
新
動
向

�

ジ
ェ
ト
ロ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

を
受
け
、
バ
イ
デ
ン
政
権

に
よ
る
経
済
安
全
保
障
政

策
は
一
層
の
広
が
り
を
み

せ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
は
日
本

企
業
へ
も
影
響
を
及
ぼ
し

得
る
こ
と
か
ら
、
現
地
法

律
事
務
所
よ
り
米
国
通
商

法
や
輸
出
入
規
制
関
連
法

を
専
門
と
す
る
講
師
を
迎

え
、
米
国
関
連
法
令
へ
の

対
応
に
つ
い
て
解
説
す

る
。
定
員
は
９
０
０
人
。

申
し
込
み
締
め
切
り
は
３

月
23
日
︵
水
︶
午
後
11
時

59
分
。
質
疑
応
答
の
時
間

も
設
け
る
。
詳
細
と
申
し

込
み
は
下
記
の
リ
ン
ク
か

ら
。

https://youtu.be/QI7gLEj-6ZeI
https://youtu.be/QI7gLEj-6ZeI
https://youtu.be/QI7gLEj-6ZeI
https://youtu.be/QI7gLEj-6ZeI
https://youtu.be/QI7gLEj-6ZeI
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:sfc-marketing@jetro.go.jp
mailto:sfc-marketing@jetro.go.jp
mailto:sfc-marketing@jetro.go.jp
mailto:sfc-marketing@jetro.go.jp
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfBUTF1uJIr4lKr1w4DkmNiWm3AJ2k9mgTa86SAddHmflig7Q/viewform?usp=sf_link
https://www.jetro.go.jp/events/orb/6be0fb83a6cfb73d.html
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/sfc/foodmarketing
japansociety.org/language
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://truetruth.hatenablog.com/
http://www.nykoshin.com
http://www.rostamilaw.com
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 EVENT　 
■メイシーズフラワーショー＝ 3/27
〜 4/10　Macy's Herald Square（151 
W 34th St.） メ イ シ ー ズ デ パ ー ト
のショーウィンドーや 1 階フロア
に色とりどりの春の花が咲き乱れ、
華やかな空間が花のアロマに包ま
れる毎春の恒例イベント。詳細は
www.macys.com/s/fl ower-show/
■オーキッドショー「Jeff Leatham's 
Kaleidoscope 」 ＝ 5/1 ま で　The 
New York Botanical Garden（2900 
Southern Boulevard,Bronx）NY 植 物
園で毎春恒例のラン展。今年はパリ・
フォーシーズンズホテルの芸術監督
でフラワーデザイナーのジェフ・リー
タムによるカラフルな作品が展示さ
れる。万華鏡のような花と光のトン
ネルは一見の価値あり。入場料：一
般 $30、学生・シニア $28、2 〜 12
歳 $15、2 歳以下は無料。
詳細は www.nybg.org/

ONLINE CLASS/SEMINAR
■ JASSI 主催スマートフォン＆タブ
レット教室＝ 3/23　13:00　シニア
プログラムメンバー（60 歳以上）を
対象に月 1 回、スマートフォンやタ
ブレット端末の操作方法を学ぶ。今
回は「メールアドレスを取得する方
法」を解説。参加費無料。申し込み
は 3/16 までに電話 212・442・1541（内
線 1 番）まで。

THEATRE/DANCE
■トリニティ・アイリッシュダンス・
カ ン パ ニ ー 公 演 ＝ 3/15 〜 20　The 
Joyce Theater（175 8th Ave.） 芸 術
監督マーク・ハワードが 1979 年シカ
ゴに創設した舞踊団。アイルランド
の民族音楽に合わせて細かくステッ

プを踏む伝統的ダンスにアメリカの
タップを融合したステージを披露す
る。全 7 公演。入場料：$10 〜。詳
細は https://www.joyce.org
■ 16 ミリフィルムアニメ上映会「サ
タデーアフタヌーン・カートゥー
ン 」 ＝ 3/19　14:15　Metrograph（7 
Ludlow St.）1920〜50年代のクラシッ
ク作品から春をテーマにした短編ア
ニメをアナログフィルムで上映する。
入場料：$17　
詳細は https://nyc.metrograph.com/
■映画「海難 1890」無料配信＝ 3/20
〜 21　NPO 法人「エストゥールルが
世界を救う」主催。日本・トルコ友
好 125 周年記念、両国合作映画が NY
プレミア無料配信される。1890 年の
エルトゥールル号海難事故と 1985 年
テヘラン邦人救出劇の2つのエピソー
ドで構成された作品。　
詳細は http://www.kainan1890.com/
■嵐のライブフィルム上映会「Arashi 
Anniversary Tour 5x20」 ＝ 3/22　 全
米の AMC 系列映画館にて上映　ジャ
ニーズグループ嵐のコンサートを
フィルムとして記録した作品が、全
米の AMC でこの日一夜限りで上映さ
れる。入場料：$30　
詳細は https://www.amctheatres.com

ART
　

■日本ギャラリー「復活 : 至高なる伝
統工芸の技ー江戸から現代まで」3 月
18 日（金）� 25 日（金）。入場無料。
開廊時間：10:00 am – 6:00 pm（月�
金）、10:00 am – 5:00 pm（土）定休日：
日 曜 日 住 所：145 West 57th Street, 
7th Floor, New York, NY 10019 ウ ェ
ブサイト www.nipponclub.org　問い
合わせ：gallery@nipponclub.org
■棟方志功展覧会「板極道」＝ 3/20
まで　Japan Society（333 E47th St.）
米国最大の棟方コレクションである
JSの貴重品を元に構成。木版画、書道、
水彩画、リトグラフや陶芸など、100
点以上の所蔵作品を紹介する。入場
料 : 一般 $12、シニア・学生 $10。
詳細は https://www.japansociety.org/
■若手日本画家グループ展「A New 
Wind〜Traditions and Innovations〜」
＝ 3/26 ま で　Sato Sakura Gallery

（501 W 20th St.）現代日本画を代表
する若手日本画家のグループ展。出

品作家は、大河原典子、幸田史香、
染谷香理、野地美樹子、武蔵原裕二、
山浦めぐみの６人。入場無料。詳細
は https://www.satosakuragallery.com
■ 菅 原 ベ ダ 西 紀 個 展「Somewhere 
Around There」 ＝ 3/27 ま で　Amos 
Eno Gallery（56 Bogart St. Brooklyn）
テキサス州ダラスを拠点に活動する
日系米国人ビジュアルアーティスト
が、奈良墨を使って描いた抽象風景
画 40 点を展示。木〜日曜のみオープ
ン。入場無料。
詳細は https://www.amoseno.org/
■ 女 性 ア ー テ ィ ス ト 展「Women 
Forward, Part 3」＝ 3/27 まで　WAH 
Center （135 Broadway, Williamsburg 
Brooklyn）女性史月間である 3 月に
女性アーティストの作品を集めた展
覧会。特別ゲストアーティストにオ
ノヨーコ、草間彌生らの作品を展示。
そのほか小林園実、ミタチミエコ、
シシドカヨ、シロバヤシキリコら日
本人作家が参加。入場無料。土・日
午後 1 時〜 5 時まで。
詳細は https://www.wahcenter.net/
■ ア ン デ ィ ー・ ウ ォ ー ホ ル 展

「Revelation」＝ 6/19 まで　Brooklyn 
Museum（200 Eastern Parkway）ポッ
プアートを代表するアーティスト、
アンディー・ウォーホルの特別展。
ウォーホルとカトリックをテーマに、
最後の晩餐、十字架や聖母子などを
モチーフにした作品のほか、写真や
オブジェなどを展示。入場料：一般
$25、学生・シニア $16、4 〜 12 歳
$10、3 歳以下・会員無料。詳細は
https://www.brooklynmuseum.org/

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
30
日
︵
水
︶
午
後
７
時
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
﹁
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
楽
園
・
沖
縄
﹂
を
開

催
す
る
。
１
９
７
２
年
の
沖
縄

返
還
か
ら
今
年
で
50
周
年
、
戦

後
沖
縄
に
上
陸
し
た
建
築
の
新

潮
流
・
ブ
ル
ー
タ
リ
ズ
ム
を
紹

介
す
る
。

　

む
き
出
し
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
特
徴
の
ブ
ル
ー
タ
リ
ズ
ム
は

厳
し
い
気
候
条
件
へ
の
耐
性
が

強
い
建
築
様
式
だ
が
、
そ
れ
が

季
節
性
の
台
風
被
害
が
多
い
沖

縄
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
隆
盛
し

た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
建
材
と
し
て
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
再
利
用
の
可

能
性
や
耐
用
年
数
な
ど
サ
ス
テ

イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
検

証
し
、
長
期
的
な
広
範
な
普
及

に
よ
る
環
境
負
担
も
考
察
す

る
。
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
日
本
の

ブ
ル
ー
タ
リ
ス
ト
建
築
を
撮
影

す
る
写
真
家
の
ポ
ー
ル
・
タ
レ

ッ
ト
氏
、
建
築
史
・
建
築
理
論

を
教
え
る
助
教
授
兼
プ
ロ
グ
ラ

ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
の
ジ
ェ
ラ

ル
ド
Ｄ
ハ
イ
ン
ズ
建
築
デ
ザ
イ

ン
大
学
に
勤
務
す
る
マ
イ
ケ

ル
・
ク
ボ
氏
を
迎
え
る
。
セ
ミ

ナ
ー
の
言
語
は
英
語
。

　

参
加
費
は
任
意
料
金
制
︵
要

事
前
登
録
︶。
登
録
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.japansociety

.org/
arts-an

d-cu
ltu

re/talks/
o

k
in

a
w

a
n

-b
ru

ta
list-

architecture

を
参
照
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築

沖
縄
の
建
築
を
語
る
JSで30日

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
荒
木
珠
奈
の

新
作
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

展
﹁Itinerant E

yes

﹂
が
27

日
︵
日
︶
ま
で
、
ク
イ
ー
ン
ズ

区
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ

ィ
に
あ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
ブ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
︵C

ulture Lab LIC
 

at Plaxall G
allery : 5-25 

46th A
ve

︶
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　

荒
木
は
２
０
１
２
年
か
ら
Ｎ

Ｙ
を
拠
点
に
活
動
し
、
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
銅
版
画
な
ど

を
手
が
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

19
年
頃
か
ら
は
﹁
移
民
﹂
を
テ

ー
マ
に
銅
版
画
や
立
体
作
品
を

制
作
し
て
い
る
。
ク
イ
ー
ン
ズ

カ
ウ
ン
シ
ル
・
オ
ン
・
ア
ー
ツ

か
ら
助
成
金
を
受
け
、
荒
木
に

と
っ
て
Ｎ
Ｙ
で
初
の
個
展
と
な

る
同
展
で
は
、
陶
を
使
っ
た
新

作
を
展
示
す
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

木
〜
日
曜
の
午
後
５
時
か
ら

９

時

ま

で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

culturelablic.org/

を
参
照
。

アーティスト荒木珠奈
27 日までインスタレーション

　

４
月
７
日
︵
木
︶
か
ら
６
月

９
日
︵
木
︶
ま
で
毎
週
木
曜
日
、

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
に
あ

る
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
教
会
︵465 

R
idgew

ay R
d, 

︶

で
、

ゴ

ス
ペ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
る
。
時
間
は
、
大
人
が

午
前
10
時
45
分
か
ら
午
後
１
時

ま
で
、
子
ど
も
が
午
後
４
時
15

分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
と
も

に
計
10
回
行
わ
れ
る
。
そ
の
後

６
月
11
日
︵
土
︶
午
後
６
時
か

ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
披
露
す

る
。
指
導
は
グ
ラ
ミ
ー
賞
受
賞

の
作
曲
家
・
音
楽
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ケ
リ
ー
氏

が
担
当
す
る
。

　

参
加
費
は
大
人
・
子
ど
も
共

に
ひ
と
り
２
０
０
ド
ル
︵
10
回

の
練
習
と
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
費

含
む
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
初
日

に
現
金
に
て
支
払
う
︶。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

９
１
４
・
８
４
３
・
３
１
３
３
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

m
s

a
s

a
k

a
w

a
@

ridgew
aychurch.com

︵
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
め
ぐ
み
教
会
牧

師
、
笹
川
雅
弘
さ
ん
︶
ま
で
。

ゴ
ス
ペ
ル
の
木
曜

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

田
村
麻
子
＝
写
真
＝
が
ソ
プ

ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
﹁
ス
プ
リ
ン

グ
・
フ
ラ
ワ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・

ム
ー
ン
﹂
を
31
日
︵
木
︶
午

後
６
時
か
ら
、
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
ス
ト
ラ
イ
ド
ア
ー

ツ
︵Stride A

rts

＝
２
番
街

１
１
１
０
番
地
、
58
丁
目
と
59

丁
目
の
間
︶
で
開
催
す
る
。

　

春
、
花
、
月
を
テ
ー
マ
に
、

オ
ペ
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
よ
り
﹁
私

の
名
は
ミ
ミ
﹂
や
シ
ョ
パ
ン
の

﹁
春
﹂、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
﹁
月

の
光
﹂
な
ど
を
披
露
す
る
。
伴

奏
は
若
手
中
国
人
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
イ
ー
フ
ェ
イ
・
シ
ェ
イ
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
後
半
の
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
作
品
﹁
岩
上
の
羊
飼
い
﹂
で

は
ゲ
ス
ト
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏

者
ク
リ
ス
タ
・
ソ
マ
ー
ズ
を
迎

え
て
演
奏
を
行
う
。
開
演
前
ま

で
の
時
間
は
、
女
性
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ジ
ュ
デ
ィ
・
ハ
ー
ベ
ス

ト
の
個
展
﹁
ネ
イ
チ
ャ
ー
﹂
を

開
催
中
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
空
間
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

入
場
料
は
40
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
はhttps://w

w
w

.
stridearts.com

を
参
照
。

田村麻子リサイタル
春と花と月をテーマ

31
日
ス
ラ
イ
ド
ア
ー
ツ
で

http://www.macys.com/s/fl
http://www.nybg.org/
https://www.satosakuragallery.com
https://www.amoseno.org/
https://www.wahcenter.net/
https://www.brooklynmuseum.org/
https://www.joyce.org
https://nyc.metrograph.com/
http://www.kainan1890.com/
https://www.amctheatres.com
http://www.nipponclub.org%E3%80%80%E5%95%8F%E3%81%84
http://www.nipponclub.org%E3%80%80%E5%95%8F%E3%81%84
mailto:gallery@nipponclub.org
https://www.japansociety.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.japansociety.org/arts-and-culture/talks/okinawan-brutalist-architecture
https://www.culturelablic.org/
https://www.stridearts.com
https://www.bozubrooklyn.com/
tel:7182684956
http://villagewellusa.com
mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.rapidtest.nyc/
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

　

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
日
本
文

化
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
２
１
〜

22
年
度
第
15
代
目
千
宗
室
レ

ク
チ
ャ
ー
の
定
例
行
事
と
し

て
、
４
月
14
日
︵
木
︶
午
後
６

時
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ミ
ラ

ー
劇
場
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

２
９
６
０
番
地
、１
１
６
丁
目
︶

で
、
俳
優
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ケ

イ
氏
の
講
演
会
を
開
催
す
る
。

　

タ
ケ
イ
氏
は
、
大
人
気
テ
レ

ビ
シ
リ
ー
ズ
﹁
ス
タ
ー
ト
レ
ッ

ク
﹂
で
宇
宙
船
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
の
操
縦
士
ヒ
カ
ル
・
ス
ー

ル
ー
を
演
じ
、
世
界
に
そ
の
名

を
知
ら
し
め
た
米
国
の
有
名
俳

優
で
あ
る
。
60
年
に
も
及
ぶ
俳

優
業
を
含
ん
だ
彼
の
人
生
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
秘
め
て
い

る
。
第
２
次
世
界
大
戦
中
、
日

系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
家
族
と

と
も
に
捕
虜
収
容
所
に
投
獄
さ

れ
て
い
た
幼
少
時
代
か
ら
、
同

性
愛
者
と
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋

の
権
利
向
上
の
た
め
の
闘
い
に

お
い
て
国
民
的
な
重
要
人
物
に

な
る
ま
で
、
タ
ケ
イ
氏
は
政
治

か
ら
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
至

る
ま
で
広
い
分
野
で
多
く
の
強

い
社
会
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し

て
き
た
。
今
回
の
講
演
で
は
、

そ
ん
な
氏
の
波
乱
万
丈
な
半
生

を
語
る
。
講
演
は
英
語
。

　

入
場
無
料
、
要
予
約
。
参

加
希
望
者
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.keenecenter.org

の

﹁Sen Lecture 2022

﹂

か

ら
登
録
す
る
。
入
場
の
際
は
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
が
定
め
る

最
新
の
安
全
対
策
︵
Ｉ
Ｄ
と

C
O

V
ID

-19

ワ
ク
チ
ン
接
種

終
了
の
証
明
・
カ
ー
ド
の
提
示

な
ど
︶
に
従
う
。
問
い
合
わ
せ

は
Ｅ
メ
ー
ルdonald-keene-

center@
colum

bia.edu

︵
新

谷
さ
ん
︶
ま
で
。

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

日
本
文
化
セ
ン
タ
ー

４
月
14
日

ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ケ
イ
講
演
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
パ
ノ
ラ

マ
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
美
術
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
最

も
有
名
な
展
示
コ
ー
ナ
ー
だ
。

１
９
６
４
年
に
開
催
さ
れ
た
万

国
博
覧
会
の
た
め
に
、
都
市
計

画
の
立
案
者
で
あ
り
万
国
博
覧

会
会
長
の
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ー
ゼ

ス
が
市
の
イ
ン
フ
ラ
を
祝
う
た

め
に
構
想
し
た
パ
ノ
ラ
マ
は
、

建
築
模
型
製
作
の
大
手
レ
イ
モ

ン
ド
・
レ
ス
タ
ー
＆
ア
ソ
シ
エ

ー
ツ
が
１
０
０
人
以
上
の
チ
ー

ム
で
3
年
が
か
り
で
製
作
し

た
。

　

レ
ス
タ
ー
は
、
１
９
３
９
年

か
ら
40
年
に
開
催
さ
れ
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
万
博
で
、ノ
ー
マ
ン
・

ベ
ル
・
ゲ
ッ
デ
ス
と
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
製
作
者

と
し
て
仕
事
を
し
、
そ
の
後
モ

ー
ゼ
ス
の
た
め
に
市
民
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
大
規
模
な
模
型
を
製

作
す
る
な
ど
、
実
物
よ
り
も
大

き
な
模
型
環
境
の
構
築
に
精
通

し
て
い
た
。

　

レ
ス
タ
ー
は
模
型
を
計
画
す

る
に
あ
た
り
、
航
空
写
真
や
サ

ン
ボ
ー
ン
火
災
保
険
地
図
、
そ

の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
市
の
資
料

を
参
考
に
し
た
。
パ
ノ
ラ
マ
は

正
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
最

初
の
契
約
で
は
、
現
実
と
﹁
世

界
最
大
の
ス
ケ
ー
ル
モ
デ
ル
﹂

の
誤
差
は
1
％
以
下
と
要
求
さ

れ
た
。
面
積
は
９
３
３
５
平
方

フ
ィ
ー
ト
、
縮
尺
は
１
２
０
０

分
の
１
で
、
パ
ノ
ラ
マ
は
メ
ト

ロ
ポ
リ
ス
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
。

　

１
９
９
２
年
以
前
に
建
設
さ

れ
た
89
万
5
千
の
建
物
、
す
べ

て
の
道
路
、
公
園
、
約
１
０
０

の
橋
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

３
２
０
平
方
マ
イ
ル
を
構
成
す

る
２
７
３
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
配

置
さ
れ
て
い
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
区
は
70
×
15
フ
ィ
ー
ト
の
大

き
さ
で
、
エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ

ー
ト
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
高
さ

40
セ
ン
チ
、
自
由
の
女
神
は
約

５
セ
ン
チ
と
、
正
確
な
縮
尺
で

再
現
さ
れ
て
い
る
。
東
西
に
は

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
と
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
が
黒
い
影
の
塊
と

な
っ
て
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。

　

﹁
パ
ノ
ラ
マ
﹂
の
特
徴
は
、

夜
明
け
、
夕
暮
れ
、
夜
間
と
連

続
的
に
点
灯
す
る
こ
と
。ま
た
、

警
察
署
、消
防
署
、学
校
、病
院
、

裁
判
所
、
図
書
館
、
公
営
住

宅
、
水
道
、
ガ
ス
、
電
気
な
ど

の
公
共
施
設
は
、
３
１
７
２
個

の
色
電
球
で
自
動
的
に
照
ら
さ

れ
る
。
ま
た
、
模
型
の
表
面
か

ら
数
フ
ィ
ー
ト
上
に
設
置
さ
れ

た
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
は
、
市
内

の
公
園
の
木
々
や
敷
地
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
高
層
ビ
ル
の
窓
を

照
ら
し
、
夜
間
に
は
蓄
光
塗
料

で
緑
色
に
光
る
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
を
数

分
お
き
に
離
着
陸
す
る
飛
行
機

が
動
く
な
ど
の
特
殊
効
果
も
。

パ
ノ
ラ
マ
を
構
成
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
素
材
は
、
木
材
に
発
泡
ウ

レ
タ
ン
を
貼
り
付
け
た
ホ
ル
ミ

カ
パ
ネ
ル
で
、
パ
ノ
ラ
マ
が
作

ら
れ
た
時
代
を
物
語
っ
て
い

る
。
建
物
は
木
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
手
塗
り
の
紙
で
、
橋
は
エ

ッ
チ
ン
グ
さ
れ
た
真
鍮
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
、
建
築

模
型
メ
ー
カ
ー
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
設
計
し
た
ア
ク
リ
ル
を

レ
ー
ザ
ー
で
カ
ッ
ト
・
エ
ッ
チ

ン
グ
し
て
、
建
物
を
増
築
し
て

い
る
と
い
う
。

ク
イ
ー
ン
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

パ
ノ
ラ
マ
を
見
に
行
こ
う

Queens Museum
NYC Building

 Flushing Meadows 
Corona Park

Corona, NY 11368

営業時間
月曜と火曜　休館

水曜〜金曜　12:00~17:00
土・日曜 11:00~17:00

入場料  $6.00
要予約

https://www.eventbrite.com/e/timed-entry-tickets-tickets-276902602137?aff=erelpanelorg

参
議
院
石
川
県
選
出
議
員

補
欠
選
挙
に
伴
う
在
外
選
挙

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
４
月
９
日
︵
土
︶
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

で
参
議
院
石
川
県
選
出
議
員
の

補
欠
選
挙
に
伴
う
在
外
選
挙
の

投
票
を
行
う
。
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
石
川
県
内
の

市
町
の
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
在
外
選
挙
人
証

を
持
っ
て
い
る
日
本
人
。
投
票

場
所
は
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

国
総
領
事
館
18
階(

︵
パ
ー
ク

街
２
９
９
番
地
︶。
投
票
に
必

要
な
も
の
は
︵
１
︶
在
外
選
挙

人
証︵
在
外
選
挙
人
証
を
取
得
・

所
持
し
て
い
な
い
方
は
、
公
職

選
挙
法
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。︵
２
︶
パ
ス
ポ

ー
ト
︵
又
は
運
転
免
許
証
︶
等

の
身
分
証
明
書
。
詳
細
は
以
下

リ
ン
ク
先
の
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
国
総
領
事
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照

h
ttp

s://w
w

w
.n

y
.u

s.
em

b
-japan

.g
o.jp/itpr_

ja/N
ew

s_2
0

2
2

-0
3

-1
6

-
election.htm

l

http://www.keenecenter.org
http://www.keenecenter.org
http://www.keenecenter.org
https://www.eventbrite.com/e/timed-entry-tickets-tickets-276902602137?aff=erelpanelorg
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/News_2022-03-16-election.htm
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://www.jwsny.org
tel:5168833046
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
http://ariyoshiny.com
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 BOOKS
　

私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
こ
の

10
年
間
、
小
学
生
か
ら
社
会
人

ま
で
の
生
徒
を
対
象
に
日
本
語

教
育
に
携
わ
る
機
会
が
あ
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
で
日
本
人
両
親

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭

が
日
本
語
環
境
で
あ
っ
た
と
し

て
も
一
日
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間

を
英
語
環
境
で
過
ご
し
て
い
る

わ
け
だ
か
ら
、
次
第
に
英
語
能

力
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
く
。

﹁
う
ち
の
子
は
英
語
で
は
厚
い

本
で
も
進
ん
で
読
む
の
に
、
日

本
語
の
本
は
読
み
た
が
ら
な

い
﹂
と
か
﹁
漢
字
を
学
ん
で
も

少
し
経
っ
た
ら
ほ
と
ん
ど
の
漢

字
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
書
く
こ

と
が
で
き
な
い
﹂
な
ど
、
心
配

す
る
保
護
者
の
声
を
聞
く
こ
と

が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
は
英

語
圏
で
暮
ら
し
て
い
る
わ
け
だ

か
ら
、
主
と
な
る
英
語
能
力
を

高
め
る
こ
と
は
今
後
の
日
本
語

能
力
の
育
成
に
働
き
か
け
る
た

め
、
よ
い
こ
と
な
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
た
。

　

早
稲
田
大
学
大
学
院
日
本
語

教
育
研
究
科
教
授
の
川
上
郁
雄

氏
の
﹁
私
も
﹃
移
動
す
る
子
ど

も
﹄
だ
っ
た
〜
異
な
る
言
語
の

間
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
ラ

イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
﹂
は
、
そ
ん

な
私
の
疑
問
に
多
く
の
共
感
と

示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
。
国
際

化
に
伴
い
日
本
で
も
そ
の
数
が

急
増
し
て
い
る
﹁
移
動
﹂
す
る

︵
国
境
を
越
え
て
育
つ
・
複
数

の
言
語
の
中
で
育
つ
︶
子
ど
も

た
ち
。
現
在
各
方
面
で
活
躍
す

る
、
セ
イ
ン
・
カ
ミ
ュ
、
一
青

妙
︵
ひ
と
と
・
た
え
︶
は
じ
め

10
人
の
﹁
移
動
す
る
子
ど
も
﹂

だ
っ
た
大
人
達
が
、
自
身
の
心

の
軌
跡
を
惜
し
み
な
く
語
る
対

談
集
で
あ
る
。

　

川
上
氏
は
﹁
私
は
こ
の
よ
う

な
大
人
や
学
生
た
ち
を
見
か
け

る
た
び
に
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う

に
日
本
語
を
学
習
し
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
、
ま
た
複
数
の
言

語
を
ど
の
よ
う
に
身
に
つ
け
た

の
か
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、

今
、
国
境
を
越
え
、
複
数
の
言

語
を
操
る
﹃
移
動
す
る
子
ど
も

た
ち
﹄
が
活
躍
し
て
い
る
現
象

が
、
日
本
も
含
め
世
界
各
地
で

見
ら
れ
る
か
ら
で
す
﹂と
語
る
。

　

本
書
の
中
に
あ
る
一
人
一
人

の
証
言
は
と
て
も
興
味
深
い

が
、
特
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

る
ア
ー
リ
ア
選
手
が
﹁
自
分
は

自
分
だ
﹂
と
言
い
切
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
力
強
く
印
象
的
で
あ

っ
た
。﹁
人
に
何
を
言
わ
れ
よ

う
と
自
分
は
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
や
る
、
と
い
う
意
思
を

一
番
最
初
に
持
つ
こ
と
が
大
事

だ
﹂
と
い
う
言
葉
は
ス
ト
レ
ー

ト
に
心
に
伝
わ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
。
人
に
よ
っ
て
は
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
の
点
に
立
ち
返
っ
て

考
え
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

﹁
華
恵
さ
ん
の
場
合
は
、
ア

メ
リ
カ
に
い
た
頃
に
英
語
の
絵

本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
い
た
﹂

と
い
う
こ
と
や
、﹁
白
倉
キ
ッ

サ
ダ
ー
さ
ん
の
場
合
は
、
10
歳

ま
で
タ
イ
で
タ
イ
語
に
よ
る
教

育
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
タ
イ

語
で
考
え
た
り
学
ん
だ
経
験
か

ら
言
語
能
力
の
基
礎
な
る
力
を

育
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

が
日
本
に
来
て
か
ら
た
と
え

﹁
タ
イ
語
が
﹃
禁
止
﹄
さ
れ
て

も
そ
の
力
が
日
本
語
を
学
ぶ
時

に
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
﹂

と
い
う
例
に
も
共
通
点
を
見
出

し
た
。﹁
言
語
能
力
の
基
礎
と

な
る
部
分
を
幼
少
の
頃
か
ら
い

か
に
豊
か
に
育
て
て
い
く
か
﹂

こ
れ
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

ろ
う
。﹁
そ
の
言
語
能
力
で
何

が
で
き
何
が
で
き
な
い
か
よ
り

も
、
そ
の
人
が
自
分
の
複
数
言

語
の
言
語
能
力
を
ど
う
考
え

て
、
ど
う
生
き
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
の
方
が
、
そ
の
人
に
と

っ
て
は
重
要
に
見
え
る
﹂
と
い

う
言
葉
に
共
感
を
覚
え
た
。

　

複
数
言
語
能
力
を
親
が
考
え

る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
本
人

が
ど
の
よ
う
に
意
識
し
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
を

よ
り
一
層
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
海
外
で
子
育
て
を
さ
れ
て

い
る
方
、
教
育
に
携
わ
る
方
に

読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
あ

る
。　
　
　
　
　

（
藤
田
麻
紀
）

どこにいても日本語は取得可能
川上郁雄・編・著

 くろしお出版・刊

■朱より赤く（窪美澄、小学館）「綺麗な着物を着せたる」
道楽者の父の言葉に誘われ、12 歳の彼女は気がつけば大
阪で舞妓見習いをしていた。それからは苦界を生きて生き
て、生き抜いた。14 の時に切り落として旦那に突きつけ
た小指、それから芸妓、社長夫人、映画女優を経て 38 歳
で出家。明治から昭和を走り抜けた女性の流転の日々を描
く。■ビートルズ（北中正和、新潮新書）1970 年のグルー
プ解散からすでに半世紀経つ今も、時代、世代を越えて支
持され続けるビートルズ。世代交代が激しい音楽業界でな
ぜ彼らだけは例外なのか。世界各地のポピュラー音楽に精
通する音楽評論が、メンバーと楽曲群の地理的、歴史的ルー
ツを探りながら秘密に迫る。■男たちを知らない女（クリ
スティーナ・ビアード、ハヤカワ文庫）パンデミックは英
国グラスゴーから始まった。救急外来を訪れた男性たちが
数日で息を引きとってしまう。免疫のある男性は 10 人に
ひとり。この恐るべき疫病は瞬く間に広がり、やがて全世
界で人類の半分が亡くなった。男性のいない世界を生きて
いくる女たちはどうするのか。■すべては導かれている（田
坂広志、PHP 文庫）人生に起こる挫折や失敗・敗北、病
気や喪失などの多くの苦難。そんな逆境においても「すべ
てに意味がある」ことを心に定めると力と叡智が湧き上が
り、不思議なことがやってくる。科学の道を歩んできた著
者が、自らの身に訪れた逆境の数々と覚悟を定めたあとに起きた不思議な人
生の転換考察。■楽しい孤独（大谷弘至、中公新書クラレ）「ひとり暮らし
の貧しい老人である自分は価値のない存在としてみられている」小林一茶は
世間の冷酷な視線ですら、面白がって俳句にした。苦難を越えて生き抜いた
一茶の生涯をたどり、彼が遺した俳句を味わいながら「生きるヒントを探る
旅」を楽しむためのガイドブック。■捨てない生き方（五木寛之、マガジン
ハウス新書）何年も着ていない服、古い靴や鞄、本、小物など愛着ある「ガ
ラクタ」は人生の宝物であるから「捨てなくていい」と提唱する五木寛之氏。
孤独を癒す一つのよすがとして物に囲まれて暮らすのだ。後半生の生活を豊
かにするヒントが満載の五木流「捨てない生きかた」の極意。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊国屋書店NY本店

　

明
治
か
ら
昭
和
を
走
り
抜
け
た
女
性
の
流
転
の
日
々
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
支
持
さ
れ
続
け

る
理
由
。
男
性
だ
け
い
な
く
な
っ
た
世
界
。
ど
ん
な
逆
境
に
も
意
味
は
あ
る
。
小
林
一
茶

の
生
涯
を
俳
句
で
た
ど
る
。
五
木
寛
之
流
﹁
捨
て
な
い
生
き
か
た
﹂
と
は
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ア
メ
リ
カ
の
政
治
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
に
関
心
の
あ
る
人
な

ら
著
者
の
名
前
を
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の

辞
任
劇
に
発
展
し
た
ウ
ォ
ー
タ

ー
ゲ
ー
ト
事
件
を
同
僚
記
者
と

追
い
か
け
、
独
自
の
調
査
を
展

開
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙

面
で
発
表
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で

最
も
有
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
ひ
と
り
だ
。

　

本
書
の
内
容
は
、
彼
が
働
き

始
め
た
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
日

刊
紙
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ー
で

の
出
来
事
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
高
校
３
年
生
の
時
に
父
親

の
つ
て
で
コ
ピ
ー
ボ
ー
イ
と
い

う
使
い
走
り
と
し
て
働
き
始
め

た
新
聞
社
だ
っ
た
が
、
彼
は
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
の
虜
と

な
っ
た
。
当
時
は
記
者
と
い
う

職
業
が
労
働
者
階
級
の
乱
暴
な

仕
事
か
ら
、
エ
リ
ー
ト
大
学
出

身
の
職
業
に
変
わ
っ
て
行
く
時

代
だ
っ
た
。
記
者
た
ち
は
、
地

元
の
人
々
や
政
治
家
な
ど
と
近

い
関
係
を
保
ち
、
地
域
の
事
情

を
熟
知
し
て
い
た
。

　

現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ニ

ュ
ー
ス
は
溢
れ
て
い
る
。
し
か

し
記
者
の
数
は
２
０
０
８
年
〜

20
年
の
間
で
25
％
減
少
し
て
い

る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界

で
一
体
何
が
失
わ
れ
て
い
っ
た

の
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
本
だ
っ
た
。

（
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ッ
ク
ジ
ャ
ム

編
集
長
／
秦
隆
司
）

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
の
虜
に
な
っ
た
男
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歌
舞
伎
の
演
目
﹃
暫
﹄
の
ポ

ー
ズ
を
き
め
て
静
止
し
首
を
回

し
て
目
玉
を
中
央
に
寄
せ
る
大

見
得
を
切
る
大
袈
裟
な
動
作
と

と
も
に
顔
に
施
さ
れ
る
異
様
で

怖
い
隈
取
に
、
子
ど
も
お
よ
び

初
見
の
人
は
衝
撃
を
受
け
る
と

思
う
。
そ
の
歌
舞
伎
独
特
の
化

粧
法
﹁
隈
取
﹂
と
は
、
初
代
市

川
團
十
郎
が
、
人
形
浄
瑠
璃
の

人
形
の
か
し
ら
に
ヒ
ン
ト
を
得

て
創
作
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、

坂
田
金
時
の
息
子
で
あ
る
英
雄

坂
田
金
平
役
の
初
舞
台
で
、
紅

と
墨
を
用
い
た
化
粧
が
始
ま
り

と
い
わ
れ
る
。
顔
の
血
管
や
筋

肉
を
誇
張
す
る
た
め
に
描
か
れ

る
異
な
っ
た
色
や
形
状
は
、
役

柄
に
よ
っ
て
お
お
む
ね
決
ま
っ

て
い
る
。

　

﹃
暫
﹄
の
主
役
、
鎌
倉
権
五

郎
に
用
い
ら
れ
た
﹁
筋
隈
﹂
は

激
し
い
怒
り
に
満
ち
た
、
超
人

的
な
力
を
も
つ
勇
者
の
役
に
用

い
る
紅
隈
で
、
い
く
つ
も
の
紅

の
筋
を
跳
ね
上
げ
る
よ
う
に
隈

を
取
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ

き
、
あ
ご
に
は
三
角
形
の
紅

を
、
口
角
へ
は
墨
を
入
れ
る
。

基
本
的
に
﹁
紅
色
︵
赤
︶﹂
は
、

荒
事
の
基
本
で
あ
る
勇
気
・
正

義
・
強
さ
を
表
す
。
そ
の
な
か

で
、﹁
む
き
み
隈
﹂
は
若
々
し

く
色
気
が
あ
り
正
義
感
に
あ
ふ

れ
た
役
、﹁
一
本
隈
﹂
は
や
ん

ち
ゃ
で
暴
れ
ん
坊
役
、﹁
二
本

隈
﹂
は
堂
々
と
し
て
力
強
い
大

人
の
役
な
ど
に
用
い
る
。
武
勇

に
優
れ
た
者
が
敵
に
捕
ま
り
閉

じ
込
め
ら
れ
青
白
く
や
つ
れ
た

役
に
用
い
る
﹁
景
清
の
隈
﹂
は
、

白
い
地
色
に
、
顔
の
上
半
分
は

筋
隈
と
同
じ
形
の
紅
隈
で
、
下

半
分
は
藍
︵
あ
い
︶
で
取
る
。

眉
を
際
立
た
せ
た
り
、
額
に
位

星
と
い
う
丸
い
形
を
墨
で
入
れ

た
り
す
る
︵﹃
暫
﹄
の
清
原
武

衡
な
ど
︶
藍
隈
は
、
国
を
転
覆

さ
せ
よ
う
と
す
る
大
悪
人
の
役

に
用
い
冷
た
く
不
気
味
な
印
象

を
与
え
る
。地
色
を
赤
で
塗
り
、

紅
で
む
き
み
隈
や
あ
ご
の
下
に

も
隈
を
取
る
﹁
赤
っ
面
﹂
は
大

悪
人
の
家
来
や
手
下
、
考
え
の

浅
い
乱
暴
者
の
役
に
用
い
ら
れ

る
。﹁
茶
隈
﹂
は
人
間
が
こ
の

世
の
も
の
で
は
な
い
妖
怪
や
精

霊
、
悪
霊
な
ど
に
変
身
す
る
役

に
用
い
る
。
そ
の
他
、
豪
快
な

武
士
な
の
に
、
滑
稽
で
お
か
し

み
の
役
に
﹁
猿
隈
﹂
や
、
悪
人

な
の
に
間
抜
け
な
観
客
を
笑
わ

せ
る
役
に
﹁
鯰
隈
﹂
な
ど
、
そ

れ
ら
隈
取
に
よ
っ
て
役
柄
が
一

目
瞭
然
で
わ
か
る
こ
と
は
面
白

い
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
川
九
團
次
氏

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
隈
取
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
お
手
頃
な

タ
イ
ニ
ー
ピ
ン
︵
帯
留
め
・
マ

ス
ク
チ
ャ
ー
ム
︶
が
お
目
見
え

し
た
。
悪
人
を
睨
み
つ
け
る
目

は
キ
ラ
キ
ラ
と
威
を
放
つ
ダ
ン

シ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
だ
が
、
ど
こ

か
し
ら
愛
く
る
し
い
紅
隈
の
デ

ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
株
式
会
社

広
報
の
女
性
の
目
線
が
あ
っ

た
。和
装
の
と
き
一
点
だ
け﹁
ハ

ズ
シ
﹂
を
す
る
着
こ
な
し
が
好

き
で
、
遊
び
心
の
あ
る
帯
留
め

が
欲
し
か
っ
た
彼
女
の
発
想
か

ら
画
期
的
で
と
て
も
素
敵
な
ア

イ
テ
ム
が
誕
生
し
た
の
だ
。

津
延
美
衣
︵
つ

の

べ

み

え

︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

写真 :（株）クロスフォロー
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山
梨
と
宝
石
﹁
歌
舞
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と
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リ
ー
﹂
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三
月
二
十
五
日
、
ギ
リ
シ
ャ

の
独
立
を
記
念
し
、
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
る
。
五
番
街
は
国
旗

の
色
、
青
と
白
で
鮮
や
か
だ
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
セ
ン

ト
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
デ
ー
・
パ

レ
ー
ド
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
れ
ほ

ど
目
立
た
な
い
存
在
だ
が
、
夫

は
よ
く
こ
の
パ
レ
ー
ド
に
行
き

た
が
っ
た
。

　

と
い
う
の
も
、
彼
は
大
学
時

代
に
一
年
間
、
ギ
リ
シ
ャ
の
テ

サ
ロ
ニ
キ
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ

る
か
ら
だ
。
ギ
リ
シ
ャ
人
に
出

会
う
と
、
う
れ
し
そ
う
だ
。
ギ

リ
シ
ャ
語
が
話
せ
る
し
、
懐
か

し
い
話
も
で
き
る
。　

　

各
地
の
民
族
衣
装
を
着
た
ギ

リ
シ
ャ
系
ア
メ
リ
カ
人
が
、
手

を
ふ
り
な
が
ら
、
通
り
過
ぎ
る
。

街
頭
に
並
ん
で
旗
を
ふ
る
人
々

は
、
知
り
合
い
や
自
分
の
出
身

地
の
集
団
が
や
っ
て
く
る
と
、

大
歓
声
を
あ
げ
る
。

　

I really
 don't belong 

here.
　

私
は
本
当
は
関
係
な
い
ん
だ

け
ど
。

　

こ
の
人
が
ど
う
し
て
も
毎

年
、
来
た
い
っ
て
言
う
も
ん
だ

か
ら
。

　

ギ
リ
シ
ャ
人
の
夫
と
一
緒
に

来
て
い
た
、
ア
メ
リ
カ
人
の
女

の
人
は
言
う
。

　

彼
女
の
夫
は
ヤ
ニ
ナ
と
い
う

町
の
出
身
だ
。
こ
の
町
を
訪
れ

た
こ
と
の
あ
る
私
の
夫
は
、
ギ

リ
シ
ャ
語
で
話
し
始
め
た
。

　

ヤ
ニ
ナ
、
知
っ
て
る
よ
。
ト

ル
コ
時
代
の
建
物
が
多
い
町
だ

よ
ね
。
町
に
湖
が
あ
っ
て
、
そ

の
湖
の
真
ん
中
に
島
が
あ
っ

て
、
そ
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

ウ
ナ
ギ
料
理
が
食
え
る
ん
だ
、

と
夫
が
言
う
。

　

な
、
な
ん
だ
、
お
前
、
ギ
リ

シ
ャ
語
が
話
せ
る
の
か
。
こ
り

ゃ
、
驚
い
た
。
で
、
お
ま
け
に
、

俺
の
故
郷
を
知
っ
て
い
る
の

か
。
い
っ
た
い
、
な
ん
で
、
そ

ん
な
に
詳
し
い
ん
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
人
で
も
日
本
人
で

も
、
ギ
リ
シ
ャ
語
が
話
せ
る
人

は
あ
ま
り
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

そ
の
人
の
顔
は
喜
び
で
輝
い
て

い
る
。

　

夫
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
人

は
外
国
人
が
ギ
リ
シ
ャ
語
を
話

す
と
と
て
も
感
激
す
る
と
い

う
。
自
分
た
ち
の
言
葉
が
世
界

一
難
し
い
と
信
じ
て
い
て
、
そ

れ
を
多
少
な
り
と
も
マ
ス
タ
ー

し
た
外
国
人
は
、
賞
賛
さ
れ
る

ら
し
い
。

　

お
い
、
お
い
、
お
い
。
こ
の

日
本
人
は
、
ヤ
ニ
ナ
を
知
っ
て

い
る
ぞ
。

　

彼
は
周
り
の
人
た
ち
に
叫
ん

で
い
る
。

　

あ
あ
、
友
よ
。
俺
の
町
を
そ

ん
な
に
よ
く
知
っ
て
い
て
く
れ

て
、
う
れ
し
い
よ
。

　

夫
は
す
で
に
、
彼
の

“友
”

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
１
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
と
け
な
い
魔
法
﹄
に
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

https,//books.bu
n

shu
n

.
jp/list/search-g?q=

岡

田

光
世

忘
れ
が
た
き
故
郷

エッセイ連載 ㉖
岡田 光世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　

非
営
利
団
体
﹁
全
米
ア
ジ
ア

太
平
洋
ア
メ
リ
カ
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
﹂
が
今
年
1
月
か
ら
2
月

ま
で
の
期
間
に
行
っ
た
調
査
に

よ
る
と
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸

島
系
ア
メ
リ
カ
人︵
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｉ
︶

女
性
の
4
人
に
3
人
︵
74
％
︶

が
過
去
12
か
月
間
に
人
種
差
別

を
受
け
た
と
回
答
し
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

同
調
査
は
米
国
在
住
の
Ａ
Ａ

Ｐ
Ｉ
女
性
２
４
０
０
人
に
対
し

て
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
報
告

書
に
よ
る
と
、
差
別
を
受
け
た

女
性
の
53
％
は
、
見
知
ら
ぬ
人

か
ら
と
回
答
し
て
い
る
。
被
害

に
あ
っ
た
場
所
の
47
％
は
飲
食

店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
の
公
共
の
場
で
あ
り
、
学
校

や
職
場
、
医
療
施
設
な
ど
で
の

差
別
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
40
％
が
セ
ク
ハ
ラ
被
害
を

報
告
、
71
％
が
差
別
に
対
す
る

恐
怖
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
と
回
答
し
て
い
る
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
、
地
下
鉄
構
内
で

ホ
ー
ム
に
突
き
落
と
さ
れ
る
な

ど
相
次
ぐ
事
件
の
ほ
か
、
２
月

27
日
に
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
で
、
2
時
間
の

あ
い
だ
に
7
人
の
ア
ジ
ア
人
女

性
が
通
り
が
か
り
の
男
か
ら
殴

ら
れ
る
事
件
も
起
き
て
い
る
。

女
性
の
４
人
に
３
人

差
別
体
験
を
味
わ
う

　

海
外
在
留
邦
人
向
け
オ
ン
ラ

イ
ン
医
療
相
談
及
び
精
神
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
予

約
受
付
終
了
日
が
３
月
25
日

︵
金
︶
に
迫
っ
て
い
る
。
予
約

受
付
終
了
間
際
に
予
約
し
た
場

合
、
相
談
内
容
や
日
時
調
整
の

兼
ね
合
い
で
本
事
業
終
了
日
の

３
月
25
日
︵
金
︶
ま
で
に
無
料

相
談
を
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
。
在
外
公
館
で
は
希
望

者
は
早
め
に
予
約
す
る
こ
と
を

勧
め
て
い
る
。
予
約
サ
イ
ト
は

https://doctorfellow
.net/

M
O

FA

在
留
邦
人
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン

無
料
医
療
相
談
が
近
く
終
了

https://www.samuraimama.com/
https://doctorfellow.net/MOFA
https://www.licensepower.net/
tel:9175773969
https://mijikan.blogspot.com/
https://mijikan.blogspot.com/
tel:2014031647
http://www.idocenter.com
tel:2122136069
https://www.cosmeproud.co.jp/
https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
菱
沼
省
二
校
長
︶
は
11

日
、
令
和
3
年
度
修
了
式
を
行

っ
た
。
各
学
年
の
代
表
が
菱
沼

校
長
か
ら
修
了
証
書
を
受
け
取

っ
た
。
菱
沼
校
長
は
、
昨
日
の

卒
業
生
の
立
派
な
姿
か
ら
感
じ

た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
日
常

の
中
で
生
か
す
こ
と
の
大
切
さ

に
加
え
て
、
こ
の
２
年
間
コ
ロ

ナ
禍
で
大
変
な
年
で
あ
っ
た
け

れ
ど
私
た
ち
は
乗
り
越
え
て
き

た
。
出
来
な
か
っ
た
こ
と
や
辛

い
思
い
を
す
る
こ
と
な
ど
い
ろ

い
ろ
経
験
を
し
て
き
た
。
け
れ

ど
も
、
そ
の
分
き
っ
と
み
ん
な

成
長
し
て
い
て
き
て
い
る
。
こ

れ
も
貴
重
な
体
験
と
と
ら
え
、

日
常
生
活
の
中
で
自
分
に
言
い

聞
か
せ
た
り
、
仲
間
に
声
か
け

を
し
た
り
し
な
が
ら
日
常
の
生

活
の
中
で
生
か
し
て
ほ
し
い
と

講
和
し
た
。

　

そ
の
後
、
帰
国
す
る
4
人
の

教
員
の
離
任
式
を
行
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
最
後
に
児
童
生
徒
に

伝
え
た
い
こ
と
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。
児
童
生
徒
か
ら
は

感
謝
の
手
紙
と
花
束
が
贈
ら
れ

た
。

﹁
先
生
あ
り
が
と
う
﹂

離
任
式
で
花
束
と
感
謝
の
言
葉

NJ 日本人学校

令和３年度修了式

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
菱
沼
省
二
校
長
︶
は
10

日
、
令
和
3
年
度
卒
業
式
を
行

っ
た
。
当
日
は
、
卒
業
生
の
門

出
を
祝
う
か
の
よ
う
な
快
晴
の

も
と
、
厳
粛
な
雰
囲
気
で
挙
行

さ
れ
た
。

　

卒
業
生
は
、
初
等
部
6
年
生

が
4
人
、
中
等
部
9
年
生
が
8

人
。
学
級
担
任
か
ら
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返
事
を

し
、
校
長
よ
り
卒
業
証
書
を
受

け
取
っ
た
。
そ
の
後
、
1
人
1

人
が
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
ア
メ
リ

カ
で
の
思
い
出
や
こ
れ
か
ら
の

目
標
、
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
な
ど
を
語
っ
た
。
胸
を
張
っ

て
自
分
の
思
い
を
堂
々
と
話
す

姿
は
大
変
立
派
で
あ
っ
た
。

　

運
営
委
員
長
、
若
林
亮
太
氏

は﹁
未
来
の
可
能
性
を
信
じ
て
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
突
き

進
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
こ

の
２
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経

験
を
生
か
し
、
世
界
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
欲
し
い
﹂

と
激
励
の
祝
辞
を
述
べ
た
。
在

校
生
は
卒
業
生
へ
の
お
別
れ
の

言
葉
と
し
て
、
卒
業
生
１
人
１

人
に
思
い
出
と
感
謝
の
言
葉
、

そ
し
て
今
後
自
分
た
ち
が
担
っ

て
行
く
決
意
を
学
年
ご
と
に
発

表
し
た
。
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ

の
感
謝
や
喜
び
を
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
歌
に
込
め
て
返
し
た
。

　

初
等
部
、
中
等
部
の
最
高
学

年
と
し
て
今
ま
で
学
校
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
卒

業
生
。
そ
の
最
高
学
年
と
い
う

バ
ト
ン
を
次
の
学
年
に
し
っ
か

り
と
渡
す
こ
と
が
で
き
た
心
の

こ
も
っ
た
温
か
い
卒
業
式
で
あ

っ
た
。
３
月
に
入
り
、
Ｎ
Ｊ
州

学
校
内
で
の
規
制
の
緩
和
な
ど

に
よ
り
、
昨
年
度
と
違
い
児
童

生
徒
全
員
が
参
加
し
て
祝
福
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
の
卒

業
生
の
見
送
り
で
は
全
校
児
童

生
徒
が
花
道
を
作
り
大
き
な
拍

手
で
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

対
面
で
卒
業
式

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
tel:2014616502
http://starchildny.com
https://www.englishlanguagesuccess.org/
https://www.bookendtutoring.com/
http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
は
11
日
に

修
了
式
を
行
い
、
無
事
に
１
年

間
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
ず
、
校
長
よ
り
児
童
生
徒

代
表
へ
修
了
証
書
が
手
渡
さ

れ
、
児
童
生
徒
は
堂
々
と
し
た

姿
で
受
け
取
っ
た
。
校
長
は
、

学
校
生
活
を
通
し
て
前
向
き
に

頑
張
っ
た
こ
と
を
称
え
た
。
仲

間
と
協
力
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
挑
戦
し
、
や
り
切
っ
た
こ

と
は
ま
さ
に
﹁
Ｇ
Ｊ
Ｓ
愛
・
Ｇ

Ｊ
Ｓ
魂
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ

し
て
４
月
か
ら
Ｇ
Ｊ
Ｓ
に
通
う

子
、
別
の
学
校
へ
通
う
子
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
へ
歩
む
こ
と
に
な

っ
て
も
、
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
話
し

た
。
そ
の
後
、
代
表
児
童
生
徒

に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
た
。
努

力
を
積
み
重
ね
れ
ば
成
功
に
つ

な
が
る
こ
と
や
、
後
輩
の
お
手

本
に
な
る
よ
う
な
行
動
を
心
掛

け
た
こ
と
な
ど
１
年
間
を
振
り

返
り
、
自
身
が
頑
張
っ
た
こ
と

や
成
長
し
た
こ
と
を
発
表
し

た
。
２
人
の
素
晴
ら
し
い
発
表

で
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
て
い
た
。

　

１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

や
学
習
を
通
し
て
、
子
供
た
ち

は
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
し

た
。
来
年
度
も
仲
間
と
と
も
に

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｗ
校
幼
初
等
部
︵
川
﨑
淳
一
郎

校
長
、
生
徒
数
２
９
３
人
︶
は

５
日
、
保
護
者
会
主
催
に
よ
る

初
等
部
謝
恩
会
を
行
っ
た
。
卒

業
を
翌
週
に
控
え
た
６
年
生
24

人
の
生
徒
と
保
護
者
会
が
企
画

し
、
教
職
員
へ
の
感
謝
を
伝
え

る
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

１
年
間
の
学
校
行
事
で
の
写

真
や
ビ
デ
オ
、
生
徒
達
の
幼
少

期
の
様
子
な
ど
が
入
っ
た
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
を
鑑
賞
し
、
先
生

や
友
達
と
過
ご
し
た
楽
し
い
学

校
生
活
の
思
い
出
を
振
り
返
っ

た
。
そ
し
て
事
前
に
生
徒
達
に

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
一
人
一
人
に
つ

い
て
﹁
将
来
ど
ん
な
職
業
に
就

き
そ
う
か
﹂
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の
結
果

発
表
を
行
っ
た
。﹁
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
あ
る
か
ら
大
統
領
・

総
理
大
臣
﹂﹁
話
す
の
が
上
手

で
面
白
い
か
らY

ouT
uber

﹂

﹁
優
し
く
て
頭
が
い
い
か
ら
学

校
の
先
生
﹂
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
徒
の
個
性
と
長
所
が
活
か

せ
そ
う
な
職
業
が
並
ん
だ
結
果

発
表
を
楽
し
ん
だ
。

　

卒
業
生
に
送
る
言
葉
と
し
て

保
護
者
会
会
長
は
﹁
将
来
の
夢

を
話
す
と
、
そ
れ
を
否
定
し
て

く
る
人
が
こ
の
先
い
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
の
言
葉
に
惑
わ

さ
れ
る
こ
と
な
く
自
分
を
信
じ

て
夢
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
こ

と
が
大
事
﹂
と
述
べ
た
。
最
後

に
６
年
生
生
徒
代
表
か
ら
担
任

教
師
へ
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
花

束
を
贈
っ
た
。
今
年
度
前
半
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
９
月
半
ば

か
ら
対
面
授
業
が
再
開
さ
れ
、

こ
の
日
無
事
、
生
徒
、
教
職

員
、
保
護
者
が
一
堂
に
会
し
謝

恩
会
を
行
え
た
こ
と
に
も
感
謝

し
た
。

ニューヨーク補習授業校 W 校

保護者主催で謝恩会

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外

で
、
子
ど
も
た
ち
の
日
本
語
教

育
を
行
っ
て
い
る
ノ
ー
ス
ペ
ン

日
本
語
学
園
︵
Ｐ
Ａ
州
ノ
ー
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
︶
で
は
、
3
月
5

日
に
﹁
ひ
な
ま
つ
り
大
集
合
﹂

と
題
し
て
親
子
で
子
ど
も
の
成

長
を
祝
う
特
別
授
業
を
行
っ

た
。
ま
ず
は
、
春
を
感
じ
る
も

の
を
探
し
、発
表
し
合
っ
た
後
、

ひ
な
ま
つ
り
の
歌
を
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
を
交
え
て
歌
っ
た
り
、
ク

イ
ズ
形
式
で
そ
の
歴
史
や
風
習

を
振
り
返
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
親
が
﹁
幼
き
日

の
ひ
な
ま
つ
り
の
思
い
出
﹂
を

順
番
に
語
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
文
化
を

継
承
す
る
こ
と
の
意
義
を
改
め

て
感
じ
る
時
間
と
な
っ
た
。
七

段
飾
り
の
お
ひ
な
さ
ま
の
飾
り

方
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
す
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
目
が
釘
付
け
と

な
り
、
質
問
も
多
々
飛
び
交
い

興
味
が
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
。

ひ
な
祭
り
祝
う

ノ
ー
ス
ペ
ン

日
本
語
学
園

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

修
了
式
で
児
童
発
表

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
３

福
居　

悠
花

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
２

　

内
海　

あ
や
か

テ
キ
サ
ス
州

イ
ン
カ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
高
３

ア
ン
ド
レ
ア　

イ
バ
ラ　

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
３

杉
浦　

由
奈

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
中
２

嵯
峨　

愛
音

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
中
３  

                    

中
山　

由
愛

コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
新環境での不安と第二言語発達について（４）

　

前
回
は
新
環
境
で
の
問
題
に

直
面
し
て
﹁
シ
ン
グ
ル
ル
ー
プ

学
習
﹂
、
﹁
ダ
ブ
ル
ル
ー
プ
学

習
﹂
、﹁
ト
リ
プ
ル
ル
ー
プ
学
習
﹂

と
い
う
三
段
階
の
学
習
モ
デ
ル

が
あ
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し

た
。
再
度
こ
れ
ら
を
説
明
す
る

と
、
﹁
シ
ン
グ
ル
ル
ー
プ
学
習
﹂

と
は
、
新
環
境
に
お
い
て
自
分

自
身
が
現
在
持
っ
て
い
る
認
識

や
考
え
方
な
ど
基
本
土
台
を
変

え
ず
に
問
題
の
原
因
や
解
決
策

を
探
究
す
る
も
の
、
﹁
ダ
ブ
ル

ル
ー
プ
学
習
﹂
と
は
、
土
台
と

な
る
考
え
方
や
前
提
を
そ
の
時

の
み
新
環
境
に
合
わ
せ
、
違
っ

た
観
点
や
認
識
で
解
決
策
を
実

行
す
る
も
の
、
そ
し
て
﹁
ト
リ

プ
ル
ル
ー
プ
学
習
﹂
は
、
本
人

の
土
台
や
価
値
観
自
体
が
普
遍

的
に
再
構
成
さ
れ
て
、
考
え
方

や
も
の
の
見
方
が
新
た
な
も
の

に
変
わ
る
と
い
う
深
い
学
習
レ

ベ
ル
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
わ
か
り
や
す
い
例
で

表
す
と
、
大
人
と
子
供
と
い
っ

た
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
大
人
は
そ
れ
ま
で
に
育

っ
て
き
た
社
会
や
人
生
経
験
を

通
し
て
、
﹁
常
識
や
価
値
観
の

土
台
﹂
を
す
で
に
作
り
上
げ
た

段
階
に
存
在
し
ま
す
。
で
す
の

で
、
こ
の
後
に
新
環
境
に
入
っ

た
場
合
も
、
そ
の
社
会
で
直
面

す
る
問
題
に
は
自
分
自
身
の
持

つ
価
値
観
や
常
識
で
対
応
す
る

の
が
自
然
で
す
。
こ
れ
が
﹁
シ

ン
グ
ル
ル
ー
プ
学
習
﹂
の
レ
ベ

ル
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
対
処
の
し
か
た
で
は
、
根
本

的
な
考
え
が
違
う
た
め
、
新
た

な
社
会
と
噛
み
合
わ
な
い
こ
と

が
頻
繁
に
起
こ
り
う
る
の
で
多

く
の
場
合
ス
ム
ー
ズ
な
解
決
ま

で
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

柔
軟
な
考
え
が
で
き
る
大
人

は
、
そ
の
新
社
会
で
の
対
処
法

と
し
て
﹁
こ
う
い
う
新
た
な
考

え
方
で
こ
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取

っ
て
み
よ
う
﹂
と
い
う
発
想
が

生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
が
実
行
で

き
る
と
﹁
セ
カ
ン
ド
ル
ー
プ
学

習
﹂
の
レ
ベ
ル
到
達
と
言
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
そ
の
時
だ

け
の
対
処
法
で
あ
り
、
本
人
の

根
本
的
な
価
値
観
は
変
わ
っ
て

人
々
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と

は
、
ど
の
人
間
も
が
共
通
に
持

つ
本
能
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
米
国
人
ら
の
友
人
が
多

く
、
新
環
境
で
も
自
然
に
心
地

よ
く
振
る
ま
い
、
米
国
人
ら
と

変
わ
り
な
い
価
値
観
で
行
動
し

て
い
る
日
本
人
が
い
る
と
し
ま

す
。
お
そ
ら
く
そ
の
根
底
に
は

普
遍
的
に
再
構
築
さ
れ
た
現
地

の
価
値
観
が
存
在
し
て
お
り
、

何
か
問
題
が
起
き
た
時
も
普
通

に
現
地
文
化
に
基
づ
く
考
え
方

で
対
処
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

人
物
は
﹁
ト
リ
プ
ル
ル
ー
プ
学

習
﹂
の
レ
ベ
ル
を
達
成
し
、
実

際
の
米
国
社
会
に
フ
ィ
ッ
ト
し

て
生
活
し
て
い
る
と
言
え
ま
す

が
、
非
常
に
稀
な
ケ
ー
ス
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
大
人
の
場
合

は
、﹁
シ
ン
グ
ル
、
ま
た
は
ダ

ブ
ル
ル
ー
プ
学
習
﹂
で
止
ま
る

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
子

供
の
場
合
は
全
く
違
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ま
だ
ま
だ
成
長
が
未

完
成
の
過
程
に
あ
る
子
供
は
、

自
分
が
実
際
に
経
験
し
、
見
聞

き
し
、
ま
た
受
け
た
教
育
内
容

が
直
接
考
え
方
や
物
事
の
見
方

に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
を
吸
収

し
て
本
人
の
価
値
観
が
構
築
さ

れ
て
い
く
か
ら
で
す
。

　

こ
の
過
程
を
海
外
で
経
験
し

た
帰
国
子
女
な
ど
は
、
逆
に
帰

国
し
た
時
に
日
本
社
会
と
考
え

方
が
違
う
、
親
と
意
見
が
食
い

違
う
な
ど
の
現
象
も
起
こ
り
え

ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
の
学
校

の
授
業
で
頻
繁
に
は
き
は
き
発

言
す
る
と
、
周
り
の
生
徒
や
先

生
か
ら
煙
た
が
ら
れ
る
事
象
を

見
て
き
ま
し
た
。
良
い
悪
い
は

抜
き
に
し
て
、
こ
の
時
点
で
も

柔
軟
な
子
ら
は
、
日
本
の
価
値

観
に
合
わ
せ
て
自
分
を
再
構
築

し
て
適
応
す
る
﹁
ト
リ
プ
ル
ル

ー
プ
学
習
﹂を
行
っ
て
い
ま
す
。

︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

い
ま
せ
ん
。
こ
の
セ
カ
ン
ド
ル

ー
プ
ま
で
は
、
や
は
り
考
え
方

や
常
識
基
準
が
同
じ
者
ど
う
し

で
自
然
と
仲
良
く
な
り
、
ま
た

同
じ
言
語
と
い
う
こ
と
か
ら
、

例
え
ば
日
本
人
な
ら
日
本
人
ど

う
し
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
な
ら

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
ど
う
し
固
ま

っ
て
行
動
す
る
現
象
が
顕
著
に

表
れ
ま
す
。
こ
れ
は
同
じ
言
語

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば

英
語
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
米
国
で

生
ま
れ
育
っ
た
﹁
ア
ジ
ア
系
ア

メ
リ
カ
人
﹂
ら
で
さ
え
も
、
友

人
は
同
じ
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ

人
ど
う
し
で
固
め
る
と
い
う
人

ら
が
非
常
に
多
い
で
す
。

　

こ
の
現
象
は
な
ん
ら
不
思
議

な
こ
と
で
は
な
く
、
根
本
的
な

常
識
、
価
値
観
、
そ
し
て
お
互

い
へ
の
理
解
が
共
有
で
き
る

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
http://www.masako-inkyo.com/
https://www.kokinshodo.com/
http://www.betteratmath.com
http://www.kodomony.org
https://www.joes.or.jp/
https://japaneseschool.org
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一
番
い
い
私
に
な
る
ぞ
！

２
０
２
１
年
に
は
、
ほ
と
ん
ど

ふ
つ
う
の
楽
し
み
を
感
じ
て
い

な
か
っ
た
で
す
。
で
も
、﹁
一

番
い
い
私
﹂
は
、
ど
う
い
う
人

だ
と
み
な
さ
ん
は
思
い
ま
す

か
？

　

例
え
ば
、
私
に
と
っ
て
、
一

番
い
い
私
は
、
し
ん
し
な
人
で

す
。﹁
し
ん
し
﹂
と
い
う
言
葉

は
三
学
期
の
始
業
式
に
私
の
校

長
先
生
か
ら
な
ら
い
ま
し
た
。

校
長
先
生
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い

て
、
私
も
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
、
そ
う
い
う
人
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

﹁
し
ん
し
﹂
と
は
、
友
達
に

い
つ
も
や
さ
し
く
す
る
こ
と
。

先
生
に
な
る
べ
く
１
０
０
％
の

い
い
態
度
を
表
す
こ
と
。
し
ら

な
い
人
も
、
助
け
る
こ
と
。
か

な
ら
ず
、
他
の
人
に
し
ん
し
な

態
度
で
遊
ん
だ
り
、
話
し
た
り

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
番
目
に
は
、
ど
ん
な
時
間

と
場
所
で
も
、
あ
き
ら
め
な
い

態
度
を
表
す
こ
と
で
す
。
去
年

は
、
た
く
さ
ん
の
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
い
っ
ぱ
い
ち

ょ
う
せ
ん
し
た
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
私
の

バ
レ
エ
の
ク
ラ
ス
に
直
接
行
き

た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ

か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ク
ラ
ス

に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

私
を
助
け
る
以
上
に
私
を
傷
つ

け
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
と
し

は
ぜ
っ
た
い
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
一
番
い
い
あ
な

た
は
ど
う
い
う
人
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　

人
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
他

人
に
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
見
せ

る
。
そ
の
と
き
人
は
表
情
が
示

す
感
情
の
大
切
さ
を
意
識
し
て

い
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
を
目
に

し
た
相
手
へ
の
影
響
の
重
さ

も
、
あ
ま
り
分
か
っ
て
は
い
な

い
の
で
あ
る
。

　

私
は
小
学
校
の
頃
か
ら
﹁
朝

は
元
気
よ
く
挨
拶
し
な
さ
い
﹂

と
よ
く
父
に
言
わ
れ
た
。
ど
れ

だ
け
機
嫌
が
悪
く
て
も
、
朝
出

会
っ
た
人
に
元
気
よ
く
笑
顔
で

挨
拶
し
た
ら
、
相
手
の
一
日
も
、

そ
し
て
自
分
の
一
日
も
よ
く
始

ま
る
は
ず
だ
と
言
わ
れ
続
け

た
。
そ
れ
を
信
じ
ら
れ
ず
に
十

年
近
く
経
っ
た
十
四
歳
の
冬
、

そ
の
大
切
さ
を
突
然
実
感
し
た

出
来
事
が
あ
っ
た
。

　

私
は
元
々
朝
型
人
間
で
は
な

い
の
で
朝
か
ら
笑
顔
で
﹁
お
は

よ
う
﹂
と
言
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
な
ど
、
最
も
避
け
た
い
事

と
言
っ
て
も
い
い
ぐ
ら
い
だ
っ

た
。
な
ぜ
朝
か
ら
﹁
嘘
の
表

情
﹂
を
見
せ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
と
思
い
挨
拶
を
し
な
い

と
、
父
か
ら
﹁
お
は
よ
う
﹂
と

何
回
も
言
わ
れ
た
り
、
あ
げ
く

の
果
て
に
は
叱
ら
れ
た
り
し
て

い
た
。

　

二
〇
二
〇
年
十
一
月
の
あ
る

日
、
夏
か
ら
ず
っ
と
日
本
に
い

た
父
か
ら
、
祖
父
が
危
篤
だ
と

連
絡
が
来
た
。
祖
父
は
九
月
に

ス
テ
ー
ジ
四
の
肺
癌
と
診
断
さ

れ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
数
ヶ
月

前
の
七
月
頃
に
会
っ
た
時
は
、

ま
だ
元
気
よ
く
船
に
乗
っ
て
釣

り
を
し
た
り
、
一
緒
に
買
い
物

に
行
っ
た
り
し
て
い
た
祖
父

が
、
わ
ず
か
数
ヶ
月
で
急
に
病

院
の
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
れ

な
く
な
る
な
ん
て
、
と
て
も
現

実
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
私
と

母
は
、
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
の

翌
日
に
日
本
に
飛
ん
だ
。
病
院

へ
駆
け
つ
け
る
と
、
夏
に
会
っ

た
時
と
は
別
人
の
よ
う
な
祖
父

が
い
て
、
そ
の
二
日
後
に
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
さ
か
祖
父
の
死
を
こ
れ
だ

け
早
く
目
の
当
た
り
に
す
る
事

に
な
る
と
は
思
わ
ず
、
私
が
廊

下
に
立
っ
て
ぼ
ん
や
り
病
室
を

見
て
い
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。

祖
父
の
治
療
を
担
当
し
て
い
た

三
人
の
医
者
が
、
頭
を
下
げ
て

病
室
か
ら
出
て
き
た
。
ド
ア
の

す
き
間
か
ら
伯
母
た
ち
の
泣
き

声
が
聞
こ
え
、
私
は
祖
父
が
逝

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に

悟
っ
た
。
出
て
き
た
医
者
の
一

人
が
、
頭
を
上
げ
た
瞬
間
の
表

情
が
あ
ま
り
に
も
印
象
的
だ
っ

た
。
そ
の
医
者
は
、
悲
し
み
や

悔
し
さ
の
表
情
で
は
な
く
、
ま

る
で
﹁
う
ざ
い
﹂
と
言
う
時
の

よ
う
な
表
情
を
見
せ
て
い
た
か

ら
だ
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
顔
を
す
る
の
だ

ろ
う
、
と
私
は
遠
く
か
ら
見
て

い
て
思
っ
た
。
患
者
の
家
族
が

集
ま
っ
て
い
る
場
所
で
、
そ
し

て
だ
れ
に
何
を
見
ら
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
状
況
で
、
普
通
だ
っ

た
ら
見
ら
れ
た
ら
困
る
よ
う
な

表
情
を
示
す
の
は
、
医
者
と
し

て
ど
う
か
な
、
と
感
じ
た
。
そ

れ
に
、
医
者
と
患
者
は
フ
ィ
フ

テ
ィ
ー
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
で
、
祖

父
の
病
気
が
治
ら
な
か
っ
た
の

は
、
祖
父
が
が
ん
ば
ら
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
の
に
、
祖
父

が
悪
い
よ
う
な
表
情
を
す
る
の

は
ど
う
し
て
な
の
か
と
、
そ
の

こ
と
ば
か
り
が
印
象
に
残
っ

た
。

　

亡
く
な
っ
た
祖
父
に
付
き
添

っ
て
家
に
戻
る
と
、
病
院
に
集

ま
っ
て
い
た
親
戚
や
知
り
合
い

が
た
く
さ
ん
訪
ね
て
き
て
、
泣

い
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
、

思
い
出
話
を
た
く
さ
ん
し
て
く

れ
た
。
祖
父
の
こ
と
を
思
う
人

た
ち
の
心
が
現
れ
た
表
情
が
部

屋
を
明
る
く
し
て
く
れ
て
、
私

の
気
持
ち
を
な
ぐ
さ
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

数
日
後
、
私
は
父
が
言
っ
て

い
た
﹁
朝
に
あ
っ
た
人
に
元
気

よ
く
笑
顔
で
挨
拶
し
た
ら
相
手

の
一
日
も
、
そ
し
て
自
分
の
一

日
も
よ
く
始
ま
る
﹂
と
い
う
言

葉
を
思
い
出
し
た
。

　

自
分
の
心
が
つ
い
て
い
っ
て

い
な
い
の
に
、
朝
に
会
っ
た
人

に
元
気
よ
く
笑
顔
で
挨
拶
す
る

と
い
う
の
は
、
相
手
に
﹁
嘘
の

表
情
﹂
を
見
せ
る
こ
と
だ
。
し

か
し
、
私
の
表
情
を
受
け
取
っ

た
相
手
が
、
そ
れ
で
少
し
で
も

気
持
ち
が
よ
く
な
る
な
ら
、
私

は
う
れ
し
い
。
相
手
を
心
の
底

か
ら
思
っ
て
見
せ
る
表
情
は
、

そ
れ
が
本
当
の
気
持
ち
で
は
な

く
て
も
、
必
ず
伝
わ
る
。

　

目
撃
し
て
し
ま
っ
た
医
者
の

表
情
が
私
の
気
持
ち
を
落
ち
込

ま
せ
た
の
は
、
祖
父
が
亡
く
な

っ
て
悲
し
む
私
た
ち
に
、
残
念

で
し
た
ね
、
と
い
う
﹁
嘘
の
表

情
﹂
も
見
せ
ず
、
治
療
に
失
敗

し
た
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え

て
い
る
表
情
と
い
う
印
象
を
受

け
た
か
ら
な
の
だ
と
気
付
い

た
。

　

私
は
医
者
に
、
悲
し
く
な
い

の
に
悲
し
い
表
情
を
し
て
欲
し

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た

だ
、
自
分
の
気
持
ち
を
優
先
し

て
、
目
の
前
の
人
た
ち
の
こ
と

を
考
え
な
い
時
、
人
の
表
情
に

は
そ
れ
が
現
れ
る
。
た
と
え﹁
嘘

の
表
情
﹂
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

が
受
け
取
る
人
の
心
や
自
分
の

心
を
救
う
こ
と
も
あ
る
。
た
く

さ
ん
の
人
と
か
か
わ
る
医
者
に

は
、
そ
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い

て
ほ
し
い
。

　

人
が
人
と
関
わ
る
と
き
に
、

そ
の
表
情
が
示
す
感
情
の
大
切

さ
を
意
識
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
こ
れ
か
ら
は
私
も
、
そ
の

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

去
年
の
七
月
十
七
日
、
母

の
お
た
ん
生
日
に
、
ぼ
く
は
、

母
、
い
と
こ
の
ソ
ル
、
ソ
ル

の
母
︵
ま
り
ち
ゃ
ん
︶
、
ソ
ル

の
父
︵
ソ
ロ
ブ
︶
と
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
か
ら
船
に
の
り
、
沖

に
出
ま
し
た
。
青
空
の
下
で
、

こ
い
ブ
ル
ー
の
海
が
白
い
な

み
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
す
る
と
、
大
き
な
ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
、
ザ
ブ
ン
と
、

と
つ
ぜ
ん
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ク
ジ
ラ
が
ジ
ャ
ン
プ
し

た
時
、
巨
大
な
し
っ
ぽ
が
見

え
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ
の

は
く
力
に
、
本
と
う
に
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
船
が
す
す
み
、
今
度

は
別
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
、

魚
の
む
れ
に
向
か
っ
て
、
大

き
な
口
を
開
け
、
し
ぶ
き
上

げ
て
水
面
に
と
び
出
し
て
来

て
、
ガ
バ
ッ
と
魚
を
の
み
こ

み
ま
し
た
。
船
長
は
、
ク
ジ

ラ
を
見
つ
け
る
た
び
に
、
﹁
三

時
の
方
向
で
ク
ジ
ラ
発
見
！
﹂

﹁
六
時
の
方
向
で
出
た
！
﹂
と

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
、
そ
の
た

び
に
み
ん
な
で
甲
板
を
走
り

回
り
ま
し
た
。
船
が
グ
ラ
グ

ラ
ゆ
れ
て
、
お
か
し
か
っ
た

で
す
。

　

ぼ
く
は
、
動
物
が
大
好
き

な
の
で
、
野
生
の
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
に
会
え
て
、
と
っ
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
い
つ

も
時
間
が
あ
る
時
に
、
色
い

ろ
な
生
き
物
の
生
息
地
や
エ

サ
、
ぜ
つ
め
つ
の
き
き
に
あ

る
か
な
ど
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
昔
、
ほ

げ
い
に
よ
り
数
が
へ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
二
千
十
八
年
か

ら
、
ま
た
ふ
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

ぼ
く
は
、
一
人
一
人
が
ル

ー
ル
を
守
り
、
毎
日
の
生
活

に
気
を
つ
け
る
だ
け
で
、
空

気
や
海
を
ク
リ
ー
ン
に
保
て

る
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
の

か
ん
き
ょ
う
へ
の
思
い
や
り

や
ア
ク
シ
ョ
ン
で
、
自
然
や

動
物
を
守
れ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　
　

  　
︵
滞
米
７
年
10
か
月
︶

 ﹁
嘘
の
表
情
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

メ
イ

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には
全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生
活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。
●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000 字まで。●写真を必ず添えて、
住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名、E メールアドレスを明記のこと。

 ●郵送先： NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun

             71 West 47th Street #1205, New York, NY 10036

＊ E メールでの応募も受付開始しました。スキャンした作文（PDF) または
Word 原稿に写真データと上記応募規定にある個人情報を添えて 

nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

 主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）
 「たんこぶ」
　　　中部テネシー日本語補習校小６

　　　　　　　　　　　　　野坂　芽生

小
さ
い
頃
た
ん
こ
ぶ
が
で
き
た
。

友
達
と
ふ
ざ
け
て
い
た
ら
た
ん
こ
ぶ
が
で
き
た
。

ピ
ン
ポ
ン
玉
く
ら
い
の
大
き
さ
。

痛
か
っ
た
け
ど
、
怒
ら
れ
る
の
が
こ
わ
く
て
泣
か
な
か
っ
た
。

家
に
帰
っ
た
。

た
ん
こ
ぶ
を
見
た
母
が
叫
ん
だ
。
父
も
驚
い
た
。

家
中
大
さ
わ
ぎ
に
な
っ
た
。
私
も
泣
い
た
。
た
く
さ
ん
泣
い
た
。

私
は
た
ん
こ
ぶ
で
死
ぬ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
泣
い
た
。

兄
が
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
。
冷
や
せ
ば
い
い
ら
し
い
。

次
の
日
ピ
ン
ポ
ン
玉
は
半
分
に
し
ぼ
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
８
年
６
か
月
︶

 ﹁
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I

校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
ブ
リ
ー
ニ　

ニ
コ
ラ
ス

 ﹁
私
の
二
〇
二
二
年
﹂

　
　
　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　

ブ
ラ
タ
ニ
ー
ナ　

美
歌

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://sundai-osn.jp
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
で
も
比
較
的
治
安
が

良
好
と
さ
れ
る
の
が
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
。
ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス

が
建
ち
並
ぶ
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
イ
ー
ス
ト
は
、
職
住
近
接
の
便
利

な
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
の
中
で
も
国
連
に
近
い
45
丁
目
と
い
う

立
地
で
、
リ
モ
ー
ト
勤
務
が
徐
々
に
解
除
さ
れ
始
め
た
Ｎ
Ｙ
で

も
人
気
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
だ
。
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
南
向

き
で
日
当
た
り
が
よ
く
、
広
々
と
し
た
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、
浴

室
と
キ
ッ
チ
ン
は
改
装
済
み
。
ル
ー
フ
デ
ッ
キ
が
あ
り
、
24
時

間
の
ド
ア
マ
ン
が
い
る
の
で
女
性
も
安
心
だ
。
グ
ラ
ン
ド
セ
ン

ト
ラ
ル
駅
ま
で
徒
歩
５
分
、
グ
ル
メ
ス
ー
パ
ー
や
日
系
食
料
品

店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
多
数
あ
り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
暮
ら
し
に
は

好
都
合
な
場
所
。
家
賃
は
月
額
３
０
０
０
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
９
１
７
・
５
４
９
・
５
１
５
７
、

Ｅ
メ
ー
ルm

iyuki3533@
gm

ail.com

　

大
島
さ
ん

 (

写
真
提
供
・
ユ
ピ
ア
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
Ｌ
Ｌ
Ｃ
︶

国連近くのワンベッドアパート
治安もよく便利さが人気

　

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
９

日
、
Ｎ
Ｙ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
の
新
た
な
コ
ン
サ
ー
ト
会
場

を
予
定
よ
り
２
年
早
い
、
今
年

10
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。 

　

新
ホ
ー
ル
は
改
装
費
用

５
億
５
０
０
０
ド
ル
の
う
ち

１
億
ド
ル
を
投
じ
た
レ
コ
ー
ド

会
社
経
営
者
を
冠
し
、
デ
ー
ビ

ッ
ド
・
ゲ
フ
ィ
ン
・
ホ
ー
ル
と

改
名
さ
れ
た
。
以
前
の
倍
の
広

さ
の
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー
﹁
グ
ラ

ン
ド
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
﹂
は

１
０
０
０
人
収
容
可
能
で
、
壁

に
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト

の
模
様
を
無
料
で
生
放
映
す
る

巨
大
画
面
を
設
置
、
天
井
が
高

く
開
放
的
な
ス
ペ
ー
ス
に
は
バ

ー
や
案
内
所
な
ど
も
あ
る
。
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
、
座
席
数

は
以
前
よ
り
も
５
０
０
席
少
な

い
２
２
０
０
席
だ
が
、
よ
り
舞

台
に
近
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

最
高
の
音
響
品
質
を
提
供
す
る

た
め
、
壁
に
は
ブ
ナ
ノ
キ
の
木

材
を
使
用
し
、
天
井
は
網
状
に

あ
し
ら
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
影
響
で
公
演
が
中
止

と
な
り
、
工
事
が
予
定
よ
り
２

年
早
く
完
了
し
た
と
い
う
。
プ

レ
オ
ー
プ
ン
の
式
典
に
は
、
ホ

ー
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
や
ア
ダ
ム

ズ
Ｎ
Ｙ
市
長
も
出
席
し
た
。 

Ｎ
Ｙ
フ
ィ
ル
の
新
ホ
ー
ル 

今
秋
に
オ
ー
プ
ン 

Ｎ
Ｙ
家
賃
が
昨
年
比
24
％
増

　

米
国
の
大
都
市
圏
50
か
所
の

家
賃
中
央
値
が
２
０
２
０
年
12

月
か
ら
２
０
２
１
年
12
月
に
か

け
て
驚
異
的
な
19
・
３
％
上
昇

を
記
録
し
た
。
１
か
月
の
増
加

と
し
て
は
過
去
20
年
間
で
最

大
。
特
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
家
賃
中
央
値

は
、
ダ
グ
ラ
ス
・
エ
リ
マ
ン
の

レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
２
月
に
史

上
最
高
値
の
月
額
３
７
０
０
ド

ル
を
記
録
し
、
１
年
間
で
24
％

増
加
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
が
再
開

し
若
者
が
街
に
殺
到
し
た
こ
と

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
パ
ー
ト

の
需
要
が
高
ま
り
、
家
賃
が
急

上
し
た
。
２
年
間
で
不
動
産
事

情
は
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:commercial@redacinc.com
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
桜
の
季
節
、

3
月
に
な
り
ま
し
た
ね
。
東
京

も
最
高
気
温
が
春
ら
し
い
摂
氏

15
度
を
超
え
る
日
も
増
え
て
き

ま
し
た
の
で
、
こ
の
記
事
が
皆

さ
ん
に
届
く
こ
ろ
に
は
東
京
も

す
っ
か
り
開
花
し
て
い
る
と
予

想
し
ま
す
。
と
は
言
え
、
桜
と

言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
生
活
が
長

い
筆
者
に
は
ど
う
し
て
も
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
桜
が
一
番
に
出

て
き
ま
す
。
日
本
各
所
の
桜
は

も
ち
ろ
ん
美
し
い
で
す
が
、
ワ

シ
ン
ト
ン
記
念
塔
を
バ
ッ
ク
に

タ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
ス
ン
か
ら
見

る
桜
並
木
は
本
当
に
荘
厳
で

す
。
一
番
直
近
で
見
ら
れ
た
の

は
２
０
１
９
年
、
そ
う
コ
ロ
ナ

の
前
で
す
。
４
月
頭
に
Ｄ
Ｃ
を

訪
れ
る
機
会
が
あ
り
、
桜
と
Ｍ

Ｌ
Ｂ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ズ
の
ホ
ー
ム
開
幕
戦
を
堪
能

で
き
る
幸
運
に
授
か
り
ま
し
た

︵
笑
︶

　

と
い
う
流
れ
で
本
来
は
桜
の

お
話
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
ル
ー
ト
66
は
な
か
な
か
桜

と
結
び
つ
く
話
題
が
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
ネ
ッ
ト
上
で
﹁
ル

ー
ト
66
﹂﹁
桜
﹂
と
検
索
す
る
と
、

実
は
ヒ
ッ
ト
す
る
内
容
が
あ
る

の
で
す
。
が
、
残
念
な
が
ら
ア

メ
リ
カ
の
ル
ー
ト
66
で
は
な

く
、
北
海
道
！
北
海
道
に
は
ス

キ
ー
で
有
名
な
街
、
ニ
セ
コ
を

通
る
国
道
66
号
線
が
あ
り
、
何

と
そ
の
ニ
セ
コ
に
は
桜
で
有
名

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
ん
だ

と
か
。
ア
メ
リ
カ
に
帰
る
前
に

一
回
見
て
お
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
か
な
？
国
道
66
号
の
標
識
も

き
っ
と
新
鮮
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
い
う
い
つ
も
通
り
の
長
い

前
置
き
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、

今
月
の
﹁
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧

国
道
ル
ー
ト
66
﹂
シ
ー
ズ
ン
④

第
11
回
目
は
、
ル
ー
ト
66
上
の

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の
お
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
何

で
い
き
な
り
ネ
オ
ン
な
の
？
と

思
う
読
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
昨
年

秋
か
ら
ル
ー
ト
66
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
ネ
オ
ン
の
修
復
工
事
が
行

わ
れ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ス
の
一

環
と
し
て
目
に
つ
く
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
筆
者
自
身
、
こ
こ

２
年
、
ル
ー
ト
66
を
走
れ
て
い

な
い
の
で
、
現
地
確
認
の
﹁
宿

題
﹂
と
な
っ
て
い
る
訪
問
先
リ

ス
ト
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る

次
第
で
…
。

　

そ
も
そ
も
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
と

は
、
希
薄
な
ネ
オ
ン
な
ど
の
ガ

ス
を
封
入
し
た
長
い
発
光
ガ
ス

放
電
管
に
よ
っ
て
点
灯
す
る
電

飾
看
板
の
こ
と
で
、
歴
史
を
た

ど
れ
ば
、
１
８
９
８
年
、
イ
ギ

リ
ス
の
科
学
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ラ
ム
ジ
ー
と
モ
リ
ス
・
Ｗ
・
ト

ラ
バ
ー
ス
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
筆
者
は
も
ち
ろ

ん
そ
の
道
の
専
門
家
で
は
な
い

の
で
、
ネ
オ
ン
の
仕
組
み
等

の
詳
細
に
は
触
れ
ま
せ
ん
が
、

１
９
０
２
年
以
降
、
フ
ラ
ン
ス

の
会
社
、Air Liquide

︵
エ
ア
・

リ
キ
ッ
ド
︶ 

は
、
空
気
の
液
化

事
業
の
副
産
物
と
し
て
、
工
業

的
な
量
の
ネ
オ
ン
の
生
産
を
始

め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
同
社
は
パ
リ
で
の
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ウ
や
、
展
示
会
で
の

成
功
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
そ

の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
可
能
性

を
発
見
し
、
１
９
２
３
年
、
ク

ロ
ー
ド
・
ネ
オ
ン
社
は
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
の
パ
ッ
カ
ー
ド
自
動

車
販
売
店
に
２
台
の
ネ
オ
ン
サ

イ
ン
を
売
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア

メ
リ
カ
で
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
文

化
は
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て

ア
メ
リ
カ
で
は
１
９
２
０
年
代

か
ら
１
９
５
０
年
代
に
か
け
て

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
は
大
流
行
！
ち

ょ
う
ど
ル
ー
ト
66
が
誕
生
し
て

発
展
し
、
全
盛
期
を
迎
え
る
時

期
と
重
な
り
ま
す
よ
ね
。

　

ル
ー
ト
66
の
全
盛
期
は
各
ビ

ジ
ネ
ス
の
競
争
が
激
し
く
、
人

目
を
引
く
に
は
、
何
か
特
別
な

こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
登
場
し
た
の
が
ネ

オ
ン
サ
イ
ン
。
モ
ー
テ

ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
業
界

は
い
ち
早
く
採
用
し
ま

し
た
。
ル
ー
ト
66
き
っ

て
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
ア
イ
コ
ン
で
あ
る
ネ

オ
ン
サ
イ
ン
が
、
旅
人

で
賑
わ
う
道
路
に
光
り

輝
き
並
ぶ
姿
は
、
さ
ぞ

素
敵
だ
っ
た
の
で
は
、

と
想
像
し
ま
す
。︵
私

は
１
９
１
６
年
に
シ

カ
ゴ
あ
た
り
で
生
ま
れ

た
か
っ
た
。
こ
れ
は
筆

者
の
偽
ら
ざ
る
本
音
で

す
︶

　

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
が
よ

く
使
わ
れ
て
い
る
モ
ー

テ
ル
の
代
表
は
？
と
聞

か
れ
れ
ば
、
こ
の
コ
ラ

ム
の
熱
心
な
読
者
さ
ん

で
あ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
州
ト
ゥ
ク
ム

キ
ャ
リ
、
と
即
答
し

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す

︵
笑
︶。
ご
存
知
の
よ
う

に
こ
の
街
は
決
し
て
大

き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
国

勢
調
査
で
も
過
去
に
一

度
も
人
口
が
９
０
０
０

人
を
超
え
た
こ
と
は
な

い
は
ず
で
す
。
で
も
最

盛
期
の
ト
ゥ
ク
ム
キ
ャ
リ
に

は
、
ル
ー
ト
66
の
メ
イ
ン
通
り

を
中
心
に
数
十
の
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
で
も
、
こ
の
歴
史
的

な
通
り
に
は
、
約
25
の
ネ
オ
ン

サ
イ
ン
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
修
理

の
状
態
で
残
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
小
さ

な
街
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
看
板

が
あ
っ
た
の
？
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
以
前
ト
ゥ

ク
ム
キ
ャ
リ
は
﹁
ト
ゥ
ー
カ
ム

カ
リ
・
ト
ゥ
ナ
イ
ト 

﹂
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
合
計

２
０
０
０
室
も
の
モ
ー
テ
ル
が

存
在
し
、
多
く
の
観
光
客
を
誘

致
し
ま
し
た
。
筆
者
も
そ
れ
が

大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う

と
長
年
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
ル
ー
ト
66
ニ
ュ
ー
ス
で
ト

ゥ
ク
ム
キ
ャ
リ
が
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
天
国
と
な
っ
た
重
要
な
要
因

が
発
見
さ
れ
た
、
と
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。

　

何
と
、
１
９
３
９
年
初
頭
の

地
元
紙
の
記
事
と
広
告
に
、
当

時
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
会
社
が
町

に
進
出
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
た
と
い
う
の
で
す
。
同
年
３

月
の
ト
ゥ
ク
ム
キ
ャ
リ
・
デ
イ

リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
紙
に
は
、
あ

る
会
社
が
電
気
ネ
オ
ン
サ
イ
ン

の
製
造
工
場
を
設
立
し
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
会
社
が
﹁
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ

州
内
唯
一
の
ネ
オ
ン
工
場
﹂
で

あ
る
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
そ
の
会
社
は
ル
ー
ト

66
メ
イ
ン
通
り
か
ら
北
へ
数
ブ

ロ
ッ
ク
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

り
、
現
在
そ
の
場
所
に
は
老
舗

の
保
険
代
理
店
が
建
っ
て
い
る

そ
う
な
の
で
、
次
回
ト
ゥ
ク
ム

キ
ャ
リ
を
訪
れ
る
と
き
は
是
非

そ
の
場
所
に
行
っ
て
み
た
い
、

と
宿
題
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し

た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
ネ
オ
ン
サ
イ
ン

と
言
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
や
ラ
ス
ベ

ガ
ス
が
真
っ
先
に
想
像
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ル
ー
ト

66
の
小
さ
な
街
と
も
縁
が
深
い

の
で
す
。
掲
載
の
写
真
は
そ
の

ト
ゥ
ク
ム
キ
ャ
リ
の
人
気
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
の
数
々
で
す
。
そ
れ

で
は
ま
た
来
月
お
目
に
か
か
り

ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶

さ
あ
行
こ
う
！ 
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
11

：

街
道
を
彩
る
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
が
郷
愁
を
誘
う

 第 435 回

　

昨
年
12
月
、
長
崎
大
学
で
開

催
さ
れ
た
第
８
回
公
害
資
料
館

連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た

折
、
五
島
列
島
の
福
江
島
に
足

を
延
ば
し
、
五
島
市
福
江
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

﹁
五
島
市
カ
ネ
ミ
油
症
被
害
資

料
展
示
コ
ー
ナ
ー
﹂
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。

　

﹁
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
﹂
は
、

カ
ネ
ミ
倉
庫
株
式
会
社
が
製
造

す
る
食
用
米
ぬ
か
油
に
有
害
化

学
物
質
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ー

ル
︵
Ｐ
Ｃ
Ｂ
︶
な
ど
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
が
製
造
過
程
で
混
入

し
、
そ
の
食
用
油
︵﹁
カ
ネ
ミ

ラ
イ
ス
オ
イ
ル
﹂
と
呼
ば
れ
た
︶

を
摂
取
し
た
人
々
や
そ
の
胎
児

に
障
害
な
ど
が
発
生
し
た
、
西

日
本
一
帯
に
お
け
る
食
中
毒
事

件
で
す
。
１
９
６
８
年
10
月
に

健
康
被
害
が
表
面
化
し
、
西
日

本
を
中
心
に
約
１
万
４
０
０
０

人
が
被
害
を
訴
え
ま
し
た
。
当

時
汚
染
油
を
摂
取
し
た
被
害
者

だ
け
で
な
く
、
そ
の
子
や
孫
に

も
影
響
が
現
れ
て
い
ま
す
。
カ

ネ
ミ
油
症
の
症
状
に
つ
い
て
、

五
島
市
で
油
症
患
者
の
自
主
検

診
に
取
り
組
ん
だ
故
・
原
田
正

純
医
師
は
﹁
病
気
の
デ
パ
ー
ト
﹂

と
表
現
し
ま
し
た
。
吹
き
出
物

な
ど
皮
膚
症
状
の
ほ
か
、
肝
臓

障
害
、
心
臓
疾
患
、
貧
血
、
骨

の
変
形
な
ど
全
身
の
疾
病
が
同

時
に
現
れ
、
長
く
続
き
ま
し
た
。

﹁
突
然
意
識
を
失
う
﹂﹁
全
身
に

痛
み
が
あ
る
﹂
と
い
っ
た
症
状

も
あ
り
、
初
期
の
死
因
は
が
ん

が
多
く
、
急
な
下
痢
で
亡
く
な

っ
た
り
、
髪
の
毛
が
全
て
抜
け

た
り
し
た
例
や
、
内
臓
出
血
、

頭
蓋
内
出
血
、
死
因
不
明
の
ケ

ー
ス
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
な

か
で
も
妊
娠
し
て
い
た
女
性
患

者
か
ら
全
身
が
真
っ
黒
の
胎
児

が
産
ま
れ
、
２
週
間
ほ
ど
で
死

亡
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
す

る
と
、
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
、
学
界
で
も
国
際
会
議
で

﹁Y
U

SH
O

﹂
と
呼
称
さ
れ
、
世

界
的
な
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　

カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
認
定

は
、
全
国
油
症
治
療
研
究
班
が

策
定
し
た
油
症
診
断
基
準
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
１
２
年
通
常
国
会
で

成
立
し
た
﹁
カ
ネ
ミ
油
症
患
者

に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推

進
に
関
す
る
法
律
﹂
や
同
法
に

基
づ
き
策
定
さ
れ
た
﹁
カ
ネ
ミ

油
症
患
者
に
関
す
る
施
策
の
推

進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
﹂

に
基
づ
き
、
診
断
基
準
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、﹁
油
症
発
生
当
時
、
油
症

患
者
と
同
居
し
、
カ
ネ
ミ
倉
庫

製
の
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
が
混
入
し
て

い
た
当
時
の
米
ぬ
か
油
を
摂
取

し
た
方
で
、
現
在
、
心
身
の
症

状
を
有
し
、
治
療
そ
の
他
の
健

康
管
理
を
継
続
的
に
要
す
る
場

合
﹂
に
は
、
必
要
書
類
を
そ
ろ

え
て
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
認

定
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
は
長

崎
県
や
福
岡
県
な
ど
全
国
の
13

団
体
が
膠
着
状
態
に
あ
る
国
や

カ
ネ
ミ
倉
庫
な
ど
と
の
救
済
交

渉
に
団
結
し
て
臨
む
た
め
、﹁
カ

ネ
ミ
油
症
被
害
者
全
国
連
絡

会
﹂
を
設
立
し
、
各
団
体
の
要

望
、
見
解
を
連
絡
会
と
し
て
取

り
ま
と
め
、
被
害
者
の
子
や
孫

ら
次
世
代
救
済
、
支
援
制
度
の

拡
充
な
ど
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

新
聞
報
道
で
事
件
が
表
面

化
し
て
か
ら
50
年
を
迎
え
た

２
０
１
８
年
に
は
、
五
島
市
で

は
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
発
生
50
年

記
念
行
事
﹁
油
症
の
経
験
を
未

来
に
つ
な
ぐ
集
い
﹂
を
開
催
し

ま
し
た
。﹁
五
島
市
カ
ネ
ミ
油

症
被
害
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
﹂

は
、
パ
ネ
ル
展
示
の
み
の
小
さ

な
コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、
常
設
展

示
と
し
て
ま
ず
は
第
一
歩
で
し

ょ
う
。︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都

国
立
博
物
館
副
館
長
︶

五島市カネミ油症
被害資料

展示コーナー

http://www.at-newyork.com/
http://op-ed.jp
https://nyseikatsu.com/gallery/
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大
人
気
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
﹁
ド
ラ

ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
﹂
シ
リ
ー
ズ
を
冠
す
る
初
の
長

期
連
載
漫
画
と
し
て
、
１
９
８
９
年
に
﹁
週
刊

少
年
ジ
ャ
ン
プ
﹂
で
連
載
が
始
ま
っ
た
﹁
ド
ラ

ゴ
ン
ク
エ
ス
ト 

ダ
イ
の
大
冒
険
﹂︵
原
作 : 

三

条
陸
、
漫
画 : 

稲
田
浩
司
、
監
修 : 

堀
井
雄
二
︶。

魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
織
り
な
す
壮

大
な
冒
険
譚
は
多
く
の
読
者
の
心
を
つ
か
み
、

単
行
本
は
累
計
発
行
部
数
４
７
０
０
万
部
を
記

録
し
て
い
る
。
漫
画
史
に
そ
の
名
を
刻
む
不
朽

の
名
作
が
、
連
載
か
ら
約
30
年
の
時
を
経
て
、

２
０
２
０
年
に
完
全
新
作
ア
ニ
メ
化
を
果
た
し

放
送
を
開
始
し
た
。
ダ
イ
と
仲
間
た
ち
の
友
情

と
成
長
の
物
語
を
Ｃ
Ｇ
と
作
画
ア
ニ
メ
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
表
現
し
た
作
品

は
、
か
つ
て
コ
ミ
ッ
ク
に
夢
中
に
な
っ
た
少
年

た
ち
の
子
供
の
世
代
に
、
大
き
な
人
気
を
得
た
。

　

そ
し
て
、﹁
ダ
イ
の
大
冒
険
﹂
は
メ
デ
ィ
ア
ミ

ッ
ク
ス
展
開
と
し
て
、
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
シ

リ
ー
ズ
で
知
ら
れ
る
株
式
会
社
ス
ク
ウ
ェ
ア
・

エ
ニ
ッ
ク
ス
が
販
売
元
と
な
り
、
株
式
会
社
デ

ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
が
制
作
し
た
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
専
用
ゲ
ー
ム
﹁
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト 

ダ
イ

の
大
冒
険　

 -

魂
の
絆-

﹂
が
２
０
２
１
年
９
月

に
、
世
界
同
時
配
信
︵
一
部
地
域
を
除
く
︶
を

開
始
。
ア
ニ
メ
を
観
て
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
少
年

た
ち
に
加
え
て
、
コ
ミ
ッ
ク
の
愛
読
者
だ
っ
た

大
人
世
代
も
巻
き
込
み
、
発
表
か
ら
半
年
経
っ

た
今
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
累
計
５
０
０
万
を

突
破
し
て
い
る
。

ドラゴンクエスト ダイの大冒険

﹁
魂
の
絆
﹂
好
評
配
信
中
！

昔
、
少
年
だ
っ
た
あ
な
た
も
！

今
、
少
年
の
き
み
も
！
　

ダ
イ
達
と
一
緒
に
冒
険
し
よ
う
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

ア
ク
シ
ョ
ン
Ｒ
Ｐ
Ｇ

　

こ
の
ゲ
ー
ム
の
一
番
の
特
長

は
、
ア
ニ
メ
版
の
﹁
ド
ラ
ゴ

ン
ク
エ
ス
ト 

ダ
イ
の
大
冒
険
﹂

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
追
体
験
で
き

る
こ
と
。
こ
ち
ら
は
﹁
竜
の
軌

跡
﹂
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、

﹁
ダ
イ
﹂﹁
ポ
ッ
プ
﹂﹁
マ
ァ
ム
﹂

と
い
っ
た
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
一
緒
に
冒
険
を
進
め
て
い

く
。
旅
の
途
中
で
、
脇
を
支
え

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
敵
役
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
達
も
惜
し
み
な
く
登

場
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
声
を
ア
ニ
メ
版
の

声
優
た
ち
が
そ
の
ま
ま
演
じ
て

い
る
の
も
魅
力
だ
。

　

一
方
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
ヘ
ア

ス
タ
イ
ル
や
顔
な
ど
の
容
姿
、

　

ス
ク
ウ
ェ
ア
・
エ
ニ
ッ
ク
ス

の
﹁
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト 

ダ

イ
の
大
冒
険　

ゲ
ー
ム
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
﹂
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
市
村
龍
太
郎
氏
と
デ
ィ
ー
・

エ
ヌ
・
エ
ー
の
塩
見
卓
也
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
当
ゲ
ー
ム
が

発
表
さ
れ
る
前
に
公
開
さ
れ
た

対
談
動
画
で
、
開
発
に
当
た
っ

て
の
拘
り
を
語
っ
て
い
る
。
ま

ず
原
作
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

追
体
験
で
き
原
作
の
フ
ァ
ン
に

納
得
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

ゲ
ー
ム
は
、
原
作
を
知
ら
な
い

　

い
ま-

魂
の
絆-

を
始
め
る

と
、
宝
探
し(

装
備
ガ
チ
ャ)

合
計
20
連
分
の
﹁
ブ
ル
ー
ジ
ェ

ム
﹂︵
装
備
品
獲
得
や
強
化
に

必
要
な
ア
イ
テ
ム
︶
が
も
ら
え

る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ

　

32
年
前
に
少
年
ジ
ャ
ン
プ
で

原
作
漫
画
を
読
ん
で
い
た
と
い

う
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
業
務
責
任

者
・
社
長
が
、
今
回
、
早
速
ス

マ
ホ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
み

た
。
対
応
言
語
は
英
語
を
選
択

す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
セ
リ

フ
の
理
解
が
な
か
な
か
難
し
い

の
で
、
日
本
語
を
選
ん
だ
。
最

近
ア
ニ
メ
が
始
ま
っ
た
こ
と
は

一
応
知
っ
て
い
た
が
、
自
分
は

初
代
フ
ァ
ミ
コ
ン
で
﹁
ド
ラ
ク

エ
﹂
を
楽
し
ん
だ
昭
和
世
代
。

懐
か
し
い
思
い
で
ゲ
ー
ム
を
始

め
た
。
日
本
に
多
く
い
る
と
い

う
お
父
さ
ん
世
代
の
プ
レ
イ
ヤ

ー
と
同
じ
気
持
ち
だ
と
思
う
。

自
分
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

プ
レ
イ
す
る
こ
と
で
、
難
し
い

年
ご
ろ
の
テ
ィ
ー
ン
と
の
コ
ミ

　

ゲ
ー
ム
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
モ

ー
ド
と
バ
ト
ル
モ
ー
ド
が
交
互

に
展
開
し
て
話
が
進
ん
で
い

く
。
バ
ト
ル
モ
ー
ド
を
ク
リ
ア

す
る
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
そ
れ
ぞ

れ
の
経
験
値
も
上
が
り
、
レ
ベ

ル
が
上
昇
し
て
い
く
仕
組
み
。

こ
の
バ
ト
ル
モ
ー
ド
の
レ
イ
ア

ウ
ト
が
こ
の
ゲ
ー
ム
の
一
番
の

特
徴
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
ス
マ
ホ
を
縦
長

の
状
態
で
持
っ
て
遊
び
や
す
い

よ
う
に
、
主
人
公
や
仲
間
は
画

面
奥
に
向
か
っ
て
３
つ
の
レ
ー

ン
を
駆
け
抜
け
な
が
ら
、
進
行

方
向
か
ら
や
っ
て
く
る
敵
や
モ

ン
ス
タ
ー
を
キ
ャ
ラ
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
技
や
能
力
を
活
か
し
て

倒
し
て
い
く
。
動
き
も
ス
ム
ー

ス
だ
し
、
特
技
や
奥
義
と
い
っ

た
ス
キ
ル
が
決
ま
っ
た
時
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
も
秀
逸
で
痛
快

な
気
分
を
味
わ
え
る
。
ゲ
ー
ム

の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
、
実
質

は
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
︵
Ｒ
Ｐ
Ｇ
︶
な

の
だ
が
、
こ
の
独
自
性
の
あ
る

バ
ト
ル
モ
ー
ド
ゆ
え
に
制
作
サ

イ
ド
で
は
同
ゲ
ー
ム
の
ジ
ャ
ン

ル
を
﹁
爽
快
﹃
大
爆
進
﹄
Ｒ
Ｐ

声
も
好
き
に
選
択
し
て
作
り
上

げ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
主
人
公
に
し
た
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー﹁
絆
の
旅
路
﹂

も
同
時
進
行
す
る
。
こ
ち
ら
は

ア
ニ
メ
に
は
な
い
別
世
界
の
物

語
だ
が
、
原
作
者
の
三
条
陸
氏

も
監
修
し
て
お
り
ダ
イ
の
大
冒

険
の
世
界
観
は
し
っ
か
り
と
守

ら
れ
て
い
る
。
主
人
公
の
旅 

を
ダ
イ
な
ど
の
本
編
キ
ャ
ラ
が

仲
間
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
、一
緒
に
成
長
を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
主
人
公
は
、﹁
竜
の
軌

跡
﹂
で
も
バ
ト
ル
シ
ー
ン
に
仲

間
の
一
人
と
し
て
加
勢
で
き
、

本
編
キ
ャ
ラ
と
の
共
闘
が
可
能

だ
。

新
し
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
増
や
し

長
く
楽
し
ん
で
も
ら
わ
な
い
と

い
け
な
い
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
も
同
時
進

行
で
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
こ

と
。
た
だ
﹁
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス

ト 

ダ
イ
の
大
冒
険
﹂
の
世
界

観
を
守
る
こ
と
は
大
前
提
。
そ

の
た
め
、
原
作
者
の
三
条
陸
氏

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ナ
リ
オ
を
監

修
し
て
も
ら
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
ャ
ラ
は
漫
画
を
担
当
す
る
稲

田
浩
司
氏
に
描
き
下
ろ
し
て
も

ら
っ
た
。
ま
た
、﹁
絆
﹂
が
テ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
も
今
後
、
続
々

開
催
予
定
。
ゲ
ー
ム
内
の
﹁
お

知
ら
せ
﹂
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
情
報

を
発
信
中
な
の
で
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
。
こ
の
機
会
に-

魂
の

絆-

を
始
め
よ
う
！

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、
親

子
の
﹁
絆
﹂
を
深
め
る
こ
と
に

役
立
つ
有
効
な
ツ
ー
ル
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
実

際
プ
レ
イ
し
て
み
て
、
バ
ト
ル

モ
ー
ド
は
動
き
も
良
く
て
迫
力

が
あ
る
し
勝
っ
た
時
の
爽
快
感

は
な
か
な
か
の
も
の
。
装
備
の

強
化
な
ど
も
今
の
と
こ
ろ
問
題

な
く
で
き
て
い
る
。
仕
事
も
忙

し
く
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
で
き
る

時
間
が
少
な
い
の
で
物
語
の
進

行
は
遅
い
が
、
じ
っ
く
り
と
楽

し
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
声
優
さ
ん
た
ち
の

熱
の
こ
も
っ
た
セ
リ
フ
は
感
動

的
だ
し
、
音
楽
や
効
果
音
も
素

敵
な
の
で
、
出
来
れ
ば
音
が
出

る
モ
ー
ド
で
楽
し
む
こ
と
を
お

勧
め
し
た
い
。

Ｇ
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。

　

尚
、
当
ゲ
ー
ム
は
無
料
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
ゲ
ー
ム
進

行
も
基
本
的
に
は
無
料
で
楽
し

め
る
。
よ
り
効
率
的
に
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
強
化
す
る
場
合
は
一

部
課
金
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ

る
が
、
選
択
し
な
く
て
も
話
を

進
め
た
り
強
化
す
る
こ
と
は
出

来
る
。
ま
た
、
開
発
チ
ー
ム
が

内
容
を
随
時
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
新

し
い
ス
ト
ー
リ
ー
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
装
備
や
ス
キ
ル
、
新
機

能
な
ど
が
登
場
す
る
し
、
こ
の

先
何
年
も
飽
き
ず
に
ゲ
ー
ム
を

続
け
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
日
本

や
海
外
の
知
ら
な
い
プ
レ
イ
ヤ

ー
と
繋
が
っ
て
一
緒
に
ゲ
ー
ム

を
楽
し
め
る
な
ど
、
ス
マ
ホ
ゲ

ー
ム
の
特
長
は
全
て
有
し
て
い

る
。

ア
ニ
メ
を
追
体
験
で
き
る
物
語
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
語
が
同
時
進
行

新
規
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

も
ら
え
る
！

開
発
時
の
拘
り

﹁
魂
の
絆
﹂
を
や
っ
て
み
た

爽
快
﹁
大
爆
進
﹂
Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ
ー
ム

ー
マ
の
ゲ
ー
ム
な
の
で
、
仲
間

と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
で
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
能
力
が
上
が
る
シ

ス
テ
ム
も
採
用
し
、
世
界
中
の

人
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
様
に
絆

を
深
め
て
い
け
る
ゲ
ー
ム
に
し

た
い
と
も
語
っ
た
。
ま
た
開
発

チ
ー
ム
の
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ

ー
下
田
星
児
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に

よ
る
と
、
子
供
の
時
に
読
ん
だ

原
作
コ
ミ
ッ
ク
ス
で
主
人
公
と

仲
間
が
一
緒
に
前
に
突
き
進
ん

で
い
る
扉
絵
が
頭
に
ず
っ
と
残

っ
て
お
り
、
そ
の
シ
ー
ン
を
具

現
化
す
る
形
で
独
自
性
の
あ
る

バ
ト
ル
モ
ー
ド
が
生
ま
れ
た
そ

う
だ
。
ま
た
開
発
時
の
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
面
の
拘
り
と
し
て

は
、
３
Ｄ
の
Ｃ
Ｇ
で
キ
ャ
ラ
の

動
き
は
作
る
も
の
の
、
二
次
元

の
ア
ニ
メ
の
動
き
と
か
け
離
れ

て
い
る
と
フ
ァ
ン
が
違
和
感
を

感
じ
る
の
で
、
そ
の
動
き
を
再

現
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
。

そ
し
て
細
部
も
ダ
イ
の
大
冒
険

の
世
界
観
を
意
識
し
て
、
何
度

も
作
り
直
し
た
そ
う
だ
。
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